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學
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雜

誌

第

三

十

一

卷

第

六
號
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體
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氣
理
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の

1

一

つ

の

基

型

寺

尾

琢

磨

次

(

序)

景
氣
_
励
原
因
論
の
^
■

:
■

(

一)

天

體

的

景

氣

理

論

の

第

一

鶉

型.
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ニ
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天
體
的
景
氣
现
論
のU

つ
の
.基
型 

、

ニ
：
 

C

七
九
5

(

序)

景
氣
變
動
原
因
論
の
分
類 

•

經
濟
探
が
數
年
の
期
間
を

f

て
'好

況

と

不

況

の

波

動

的

循

環

募

返

へ

：
す

霍

實

は

、

楚

久

し

い

以

前

か

ら

識

者

i

f

惹 

き
、
所
謂「

動

薦

蒙

」

又
は「

景

氣

靈

論

」

な
る
特
殊
の
.理
論
體
系

I

成
す
る
に
至
つ

I

は
改

め

て

說
く

ま

で

も

な

い

。

そ

し 

て
斯
か
る
i

n

、
必
然
如
上Q

波

動

的

獲

Q

據
つ
て
f

原
.因

q

探
究
に
ま
で
遡
る
の

は

當
然
で
ぁ

ら

ぅ

。

併
し
景

氣

理

論
そ
の
も
の
に

i

i

蒙

T
る
が
如
く
、
そ
の

I

f

亦

I

I

I

美

め

、
そ

S

4
i

f

へ
裏

に

迷

は

ざ

る
を
得
な
い
狀
態
に

f
 

ソ

ン

ズ

は

そ

の

景

氣

循

醫

测

論

9

1

M
.

 

p
i
n
s
l
F
l
l
g

 

B
l
e
s
s

 

c
y
f

 

i

)

に
於
て
，
從
來
の
景
氣
原
因
論
を
次
の
如
く
分
類
し
て
ゐ

I

)

。

(

一)

經
濟
組
織
以
外Q

雲
に
原
f

求
む
f

 Q

 

(

A)

週
期
的
農
業
循
環
が
週
期
的
經
濟
循
，

春
し
め
る
と
說
く
もQ

(

5

有
機
的
原
料
と
無
機
的
原
料

Q

I
に
於
け
る
不
均
衡

I

I

近

代

的

恐

慌

の

原

因

く

も

の

.

(

c)

把

殊

の

携

艮

異

皆

收

獲

新

鑛

の

發

見

、
戰

雪

發

等

)

が
經
濟
均
衡
を
破
壞
す
る
事
に
ょ
つ
て
起
る
と
說
く
も
の 

S

)

經
濟
界
忙
於
け
る
心
理
的
變
化
が
支
配
的
原
因
な
り
と

說
く
も
の
.
.
，
 

..，

(

ニ)

經
濟
組
織
に
原
因
を
求
む
る
も
の

(

E)

栗

制

I

* 

.箬
財

產

等

に

立

脚

す

る

I

s

f

l
は
必
然
的

£

1

霜
を
招
來
す
る
と
說
く
も
の 

.

(

F
,

)

資
本
制
生
產
方
法
即
ち
雷
的
坐
產
方
法
を
.以
て
主
謹
と
見
做
す
も
の

(

G)

資
本
設
#

及
び
そ
れ
に
伴
ふ
分
配
の
不
均
衡
を
.軍
視
ず
る
も
00
-
, 

.

.

.

. 

.

(

H)

貨
幣
利
潤
の
變
動
に
主
原
因
を
求
む
る
も
の 

'

.

, 

: 

.

.

.
'
.
ニ 

'

(

J)

現

在Q

霧

制

度

Q
T
に

於

て

ば

、

馨

彥

信

用

Q

譲

Q

性

質

が

_

獲

Q

i

な

り

と

說

く

も

の

Q

註)
parsons—

Forecast

s*
旳 JBUS

s-ess 

Cycles,'pp.. 2
1
6
-7. 

,

■' 

. 

ノ. 

- 

•

惟

ふ

に

經

濟

坐

活

に

起

伏

的

循

環

を

坐

ぜ

.し
む

る

要

掘

は

、

恐

ら

く

は

極

め

て

錯

線

し

た

も
の
で
あ
り
，
僅

か

に
一
つ
又
は
二

つ

の

議

を

以

て

霧

し

得

る

が

如

f

Q

で

は

ぉ

る

ま

い

。

故

5

ム

ン

K

 Q

右

Q

分

響

現

は

4

た

幾

多Q

原

因

は

、

麗

に

多

少
 

の

差

こ

そ

あ

れ

、

孰

れ

も

經

濟

循

環Q

發

生

£

加

し

て

ゐ

.

1
相

違

な

い

。

即

ち

.パ
丨

ソ

ンK

自

身

の

言

衾

如

く

、

か

、
る

分

類 

は

、

雲

各

論

者

が

幾

多

原

因

の

ぅ

ち

、

特

に

何

を

屋

す

る

か

に

從

つ

た

：に

過

ぎ

な

い

の

で

あ

る

§

。

(

駐)
persons, 

ibid. 

Pp.. 215.6

此

處

に

私

が

取

扱

は

ん

と

す

る

§

、
.右
分

類

に

於

け

る

第

一

部

、

即

ち

經

濟

獲

Q

原

因

を

ば

非

經

濟

的

要

素

に

求

め

，̂
と
す
る 

說

に

關

聯

せ

る

も

の

で

あ

る

。

第

}
部

の(

八)

は

_

循

環

を

、(
Q

)

は

經

濟

界

に

於

け

る

心

理

の

變

化

を

主

要

匿

と

見

做

す

も

の
 

で

あ

る

が

、

い

ま

假

り

に

こ

の

i

を

是

認

し

た

と

し

て

、

然

ら

ば

何

故

農

業

に

循

環

運

動

あ

り

や

、

ま

た

何

故

經

濟

界

の

心

理

狀

態 

に

週

期

的

波

動

.あ

り

や

の

凝

問

が

起

ら

な

い

で

あ

ら

ぅ
かa

私

が

此

處

に

天

體

的

景

氣

讓

と

呼

ぶ

と
こ
ろ
の
も
の
は

、
.實
に
右
の
疑 

問

に

問

は

ん

と

す

る

一

ケ

の

試

み

な

の

で

あ

る

。

K

體

的

景

氣

理

論

と

は

、

太

陽

活

動

の

週

期

又

は

他

の

或

美

體

の

運

行

謂

.

Q

如

き

天

產

象

が

直

接

又

.は
間

接

に

、

地
球
上
の

天
體
的
费
氣
理
論
の
ニ
づ
の
S

 

一’ニ 

(

七
九
三)



无
撒
的
:1
*
氣
理
.論
の
'
1っ
.の
'雜
型
： 

.四

.

.

.C

七
'
四
y 

吾
人
.の
經
濟
活
動
に
作
用
を
及
ぼ
す
事
に
ょ
つ
て
、
景
氣
循
環
を
發
坐
ザ
し
め
る
ど
說
ぐ
1
脈
.の
理
論
を
總
稱
せ
る
も
0
;で
あ
る
0
そ 

し
て
私
が
敗
處
に
天
體
的
景
氣
现
論
の
-2
一：つQ'

寒
型」

と
稱
す
る
も
の
は
、
如
上
の
天
文
現
象
の
作
用
を
复
接
的
と
見
る
理
論
と
、
HH 

接
的
と
見
る
理
論
の
ニ
っ
に
外
な
ら
な
い
の
で
あ
る
0
:素
ょ
り
か
、
る
分
類
は
>
私
0,
隨
意
に
行
つ
.た
も
の
で
、
若
し
必
，要
と
あ
ら
ば
-
 

他
の
亂
點
か
ら
の
分
類
を
行
ひ
ぅ
る
事
は
言
ふ
迄
も
な
い
。
例
.へ
ば
.原
因
と
な
る
天
體
が
尤
陽
な
る
か
又
は
他
の
惑
羅
な
る
か
-C
衣
っ 

て
分
^
す
る
事
も
出
來
る
で
あ
ら
ぅo. 

/

称
が
謂
ふ
直
接
的
作
用
と
は
、
.太
陽
®
射
及
び
そ
CD
.派
生
的
現
象
が
人
間
の
_
體
又
は
心
理
狀
態
に
影
響
を
與
へ
、
か
く
て
直
接
的 

に
景
氣
様
相
を
變
化
せ
し
め
る
作
用
で
あ
り
、
間
接
的
作
用
と
は
、
太
陽
又
は
他
の
惑
厘
が
地
球
上
の
氣
象
を
通
じ
て
農
業
の
收
權
に 

影
響
を
與
へ
、
こ
の
收
獲
の
變
動
が
契
機
と
な
つ
て
一
般
經
濟
活
動
の
.波
動
的
運
動
を
招
致
す
る一

聯
の
作
用
で
あ
る
。

前
#
は
最
近
發
表
さ
れ
た
新
說
で
あ
り
、
反
之
後
者
は
夫
の
ジ
ェ
ヴ
ォ
ン
ス
の
太
陽
黑
點
說
以
來
幾
度
か
說
か

れ

た

謂
は
r
一
 
種
の 

傅
統
的
學
說
で
あ
る
。
私
は
便
{且
上
、
後
者
か
ら
說
明
し
た
い
が
、
併
し
そ
の
場
合
、
ジ
ュ
ボ
ン
ス
か
ら
ム
ー
ァ
に
至
る
逛
の
歷
史
的 

發
展
に
は
觸
れ
る
事
な
く
、
主
と
し
て
ム
ー

ア
の
所
論
に
限
定
し
た
い
。
蔻
し
天
文
現
象
が
農
作
物
の
豐
凶
を
通
じ
て
景
氣
情
.況
を
左 

右
す
る
と
の
說
は
、
少
く
と
も
そ
の
解
析
的
方
法
上
、
彼
に
於
て
項
點
に
達
し
た
と
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ
っ
て
、
彼
以
前
の
諸
勞
作
は
、 

畢
盘
彼
の
'爲
に
途
を
準
備
し
た
に
過
ぎ
ぬ
と
言
つ
て
も
好
い
の
で
あ
る
。 

.

更

に

X
文
現
象
力
群
衆
、も
理
に
作
用
す
る
と
の
考
へ
は
、
カ
ル
ロ
ス
•
ガ
ル
シ
T
•
マ
タ(

n
p-t
l
o
g
 

G
a

.Hcia-Mata
)

及
び
フ
«.
リ
'ッ 

ク
ス
•
シ
ャ
フ
ナ
ー

(
F
e
H
X

 s
haf

f
n
e
r
)

の
兩
氏
の
協
同
研
究
の
結
果
で
あ
つ
て
、

一
九
三
四
年
末T

h
e

 

§
arterly 

Journal 

of

E
c
o
n
o

日ics (vol. 

X
L
I
X
,

 

N
o
,
1
)

に
發
表
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
o (

以
下
便
宜
上
、
こ
の
兩
氏
を
マ
タ
•
シ
ャ
フ
ナ
ー
と
呼
ぶ)

。
こ 

れ
に
類
似
せ
る
ハ

ス
テ
ィ

ン
ト

ン9
,

Kg

pr
.爿

I

)

の

、

天
文
現
象
は
人
間
の
健
康
狀
態
に
影
響
を
與
べ
る
事
に
よ
っ
て
經
濟
活
動 

の
波
動
を
生
ぜ
し
む
と
の
說
は
、
僅
か
に
そ
の
概
略
を
紹
介
す
る
に
止
め
た
い
。
蔻
し
右
說
は
、

一
九
ニ
〇
年
に
發
表
さ
れ
て
以
來
、 

旣
に
幾
多
，の
缺
陷
を
曝
露
し
た
か
ら
で
あ
る
。

ソ

.

. 

(
一
)

天
體
的
景
氣
理
論
の
第I

基

型：

(

A)

天
體
的
景
氣
論
が
ジ
ヱ
ボ
ン
ス
の
太
陽
黑
點
敷Sun-Spot 

T
h
e
o
r
y
)

に
よ
っ
て
始
め
て
一
ヶ
の
體
系
を
發
得
す
る
に
至
つ 

た
事
は
改
め
て
說
く
迄
も
あ
る
ま
い
9
併
し
太
陽
の
表
面
に
現
は
れ
る
黑
點
の
消
長
に
よ
っ
て
汞
さ
れ
る
太
陽
活
動
の
程
度
が
吾
人
の 

經
濟
坐
活
に
影
響
を
及
ぼ
す
と
の
說
は
、
必
ず
し
も
彼
自
身
の
創
意
で
は
な
い(

註)

。例
へ
ば
旣
に
へ
ル
シ
A
ル
は
そ
の(

P
M
l
o
s
o
p
M
c
a
i 

T
r
a
n
s
a
c
t
i
l
,

 

I
S
O
1}

に
於
て
、
太
陽
黑
點
の
多
い
年
は
農
産
物
の
收
穫
多
く
、
延
て
そ
の
價
辂
は
平
均
價
格
以
下
に
降
る
こ
と
を 

說
い
て
ゐ
る
0
同
じ
主
旨
は
そ
.の
後
カ
リ
ン
ト
ン(carringt§

)

に
よ
つ
て
も
祖
述
さ
れ
'^
が
、
併
し
一
般
の
注
目
を
惹
く
に
至
つ
た 

の
は
、
限
界
，効
用
學
說
又
は
數
理
經
濟
學
の
領
域
に
於
て
劃
期
的
活
動
を
示
.し
た
ゥ
4
リ
ア
ム
•ジH .

ヴ
ォ
ン
A
W
.
.
S
:

 J
e
v
o
n
s
)

の 

業
蹟
を
通
じ
て
：̂
あ
る
。
こ
の
問
題
に
關
す
る
彼
の
幾
多
の
硏
究
は
、
彼
の
死
後
、
フ
'ォ
ッ
ク
ス
ゥH

ル(
H
.
s
.

 

F
o
x
w
e
u
)

に
よ
つ 

て
編
鐵
さ
れ
た「

通
貨
及
び
金
融
に
關
す
る
硏
究J

(
I
m
t
i
g
a
t
i
o
n
s

 

intoourI;enc
7

 a
n
d

 Finance, 

100
00

4)

に
收
錄
さ
れ
た
。
該
書 

の
第
六
窜(

太
陽
週
期
’と
榖
價
-

)

、
第
七
章(

商
業
恐
慌
と
其
の
物
理
的
說
明)

及
び
：第
八
章(

商
業
恐
慌
と
太
陽
黑
點)

の
三
章
即
ち
こ
れ

で
あ
る
。

灭
黻
的
景
氣
理
論
の

'

II

っQ

趣
型 

五

(

七
九
£



无

賤

的

景

氣

：
理

：
論

.
の

ニ

.
っ

の

基

：
型
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六)

 

(

註

)
B

e
r

g
m

a
n

n

 
丨

 G
c

s
c

h
i

c
h

f
e

 

c
l
e
r

 

n
a

t

o -a
a

l

o lk
c

n
o

n
l

i
s

c
h

e
n

 

J
C

r
i

s
e

m
h

e
o

H
c

n
,

 

1
S

9
5

.

 

S
.

 

2
4

4
.

箱
六
章
の
胃
頭
に
日
く「

週
期
的
に
變
動
ず
る
原
.因
0
結
果
が
、
そ
れ
自
身
週
期
的
：で
あ
：り
、
耳
.つ一

般
：に
、；.原
因
の
週
W
様
相
に 

等
ル
農
週
期
様
相
を
.示
す
事
社
、
カ
學
の
；原
則
.で
あ
石

.0
光
線
の
形
^
於
て
她
±
に
濺
が
れ
る
ネ
ネ
ル
ギ
ー
が
地
上
の
生
命
維
券
の
原
..
 

動
力
た
-る
事
は
疑
ひ
が
な
い
9
,ま
た
太
腸
狀
態
に
週
期
的
變
化
'の
存
す
る
事
が
、：
證
明
さ
れ
て
ゐ
るo

そ
れ
は
最
初
は
太
陽
黑
點
酣
镇 

の
交
#
的
增
減
.の
う
ち
に
發
見
公
れ
た
：が
、
亦
同
じ
く
極
光
、
磁
氣
■
、
サ
.ィ
ク
ロ
. \

及
び
其
他
氣
象
的
戴
の
盡
の
，う
ち
に
.も
發 

見
さ
れ
た
の
：で
あ
る
。
.素
ょ
り
吾
人
は
未
だ
、
か
\
る
太
陽
變
化
の
，本
.質
も
、
ま
た
そ
れ
が
何
れ
か
の
國
の
天
候
に
與
ふ
る
影
響
も
充 

分
に
'は
知
け
得
な
い
が
、
併
し
降
雨
量
其
他
の
大
氣
的
現
象
が
、
多
か
れ
少
か
れ
、
太
陽
，
.難
の
同
一
變
化
に
ょ
：0
て
影
響
さ
れ
る 

事
は
殆
ど
凝
ひ
.の
餘
地
が
な
い
の
で
I

O
每
S

收
獲
の
：豐
凶
は
明
か
に
天
.候
、
特
把N

期
及
び
秋
期
の
天
候
に
倚
#
す
る
。
然
ら
： 

ば
、
も
し
こ
'の
天
.候
な
る
も
の
が
多
少
と
も
太
陽
週
期
に
倚
#
す
る
と
す
れ
ば
、
穀
物
.の
：收
獲
及
び
價
格
は
、
多
か
れ
少
か
れ
、
太
陽 

週
期
：.に
倚
存
じ
、
，思
つ
.太
陽
黑
點
週
期
に
等
し
き
週
期
に
於
て
循
環
的
變
動
を
繰
返
へ
.す
暂
で
あ
る
。」

と
e
g。
そ
し
て
彼
は
、

ロ
ジ 

ャ
ー
ス(T. 

R
o
g
e
r
s
)

の
蒐
集
し
た
十
三
.、
.四
世
紀
の
穀
價
統
計
の
う
ち
に
十 
一
¥
の
、
そ
し
て
太
陽
黑
點
に
十 

一
、
二 
¥
の
循
環
期 

.を
發
見
心
得
た
士
信
じ
た
の
で
あ
る
。

<

:

右
の
：週
期
は
第
成
及
び
八
章
に
於
て
多
少
の
改
變
を
經
、
經
濟
週
期
は
一
〇
•四
六
六
年
、
太
陽
週
期
は
ー
.〇
*
四
五
年
と
改
め
ら
れ 

た
。
彼
の
採
用
し
'^
太
陽
週
期
は
ブ
ラ
ウ
ン(

B
l
>

の
計
算
に
據
る
も
の
で
あ
り
、
經
濟
霸
は
十
八
他
紀
の
始
め
か
ら
一
八
七
'

年
に
至
る一

世
紀
半
以
上
の
期
間
に
於
け
る
數
次
の
恐
慌
の
平
均
期
間
で
あ
る
。
斯
か
る
商
業
恐
慌
週
期
が
如
何
に
し
て
收
權
週
期
と 

關
聯
せ
し
め
ら
れ
る
か
に
就
て
は
、
彼
自
身
多
分
の
當
惑
を
感
じ
た
と
思
は
れ
る
。
蕺
し
文
明
國
に
於
け
る
穀
價
決
定
办
要
因
は
遊
だ 

錯
雜
し
、
眾
に
收
獲
量
の
多
寡
の
み
か
ら
は
充
分
に
說
明
し
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。
斯
く
て
彼
は
、
純
農
業
國
ィ
ン
ド
.に
於
け
る
農
業 

，週
期
が
歐
洲
の
，經
濟
週
期
に
合
致
す
る
事
を
證
明
す
る
事
に
依
っ
て
、
右
の
關
聯
を
說
明
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
ハ
ぽ
弋 

(

註)
J
evo

n
s
—

 Investigations, 

pp. Is6.9a 

.

:

‘
ジ

Jc
.ヴ
.ォ
ン
ス
の
大
膽
な
所
說
は
、
素
ょ
り
：一
般
世
人
の
注E

E

を
惹
き
、
論
議
の
.的
と
な
っ
た
け
れ
ど
、
不
幸
に
し
て
經
濟
學
衮
の 

間
で
は
迤
だ
し
い
冷
遇
を
受
け
ざ
る
を
得
な
か
つ
た
。
彼
の
編
凝
著
た
る
フ
ォ
ッ
ク
ス
ウH

ル
す
ら
、
右
書
の
解
題
に
於
て
、brilliant 

stretch 

o
f

ぉ
ぎ
&
こ

目

㈧
-̂
&
目
だ
と
批
評
し
て
ゐ
る
ハ
®

。
何
故
こ
の
問
題
に
關
す
る
彼
の
理
論
が
、
夫
の
限
界
効
用
說
又
は
數 

理
.々
論
の
光
輝
あ
る
業
蹟
に
比
す
べ
き
成
功
を
收
め
得
な
か
っ
た
か
。
惟
ふ
に
そ
の
主
た
る
理
凼
は
、
蒐
集
せ
ら
れ
た
材
料
を
處
理
す 

ベ
き
適
當
な
み
統
計
技
術
の
未
だ
備
は
ざ
り
し
に
在
る
と
言
へ
や
ぅ
。
單
に
恐
慌
と
恐
慌
と
の
期
間
を
避
純
に
平
均
し
、
こ
れ
を
以
っ 

セ
經
濟
週
期
と
見
做
す
が
如
き
は
、
今
日
の
統
計
技
術
か
ら
見
れ
ば
、
極
め
て
幼
稚
な
方
法
で
あ
る
。
加
之
、
太
陽
週
期
と
收
獲
乃
至 

經
濟
週
期
と
の
相
關
々
係
を
求
む
る
方
法
の
如
き
は
、
當
時
に
あ
つ
て
は
未
だ
開
拓
さ
れ
ざ
る
領
域
で
あ
つ
た
。
更
‘に
又
、
彼
の
使
用 

.し
得
た
材
料
そ
の
も
の
が
、
充
分
の
科
學
性
に
缺
け
て
ゐ
た
蕻
も
認
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。
.斯
く
て
彼
の
.勞
作
は
久
し
く
學
界
か
ら
白
眼
視 

さ
れ
、
單
に
ー
ヶ
の
珍
說
と
し
て
傅
へ
ら
れ
た
に
過
ぎ
な
い
。
斯
か
る
天
體
的
景
氣
理
論
が
、
そ
の
.後
に
擴
充
さ
れ
た
天
體
知
識
と
、
飛 

躍
的
進
步
を
遂
げ
た
統
計
技
術
の
背
景
を
以
て
、
稗
び
學
界
に
登
場
す
る
に
至
っ
た
の
は
、
極
め
て
最
近
の
事
に
屬
す
る
。

天
體
的
-#
氣

理
输

の

：
ニ
，
っ

.の
某
.型
 

七

(

七
.九
七〕



天
體
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景
氣
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註)
JevonTibid. 
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.
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.
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.
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:
C
B
)

 r
「

憶
測
と
無
根
據
の
_
論
とQ

代
り
に
、
S

な
研
究
、
正
確
な
計
算
を
以
て
せ
ん」

と
し
た
^

ンK

の
企
て
も
、
結
局 

は
為
時
に
於
け
る
材
特
の
不
備
:^
救
則
霧

の

幼

稚

さ

に
ょ
つ
て
、
所
期
の
.目
的
か
ら
は
甚
だ
遠
い
も
の
と
な
つ
た
。
そ
の
«
に
め
け 

る
自
然
科
學
及
び
統
襄
術
.の
發
達
と
、
次
第
に
看
せ
る
農
富
な
材
料
と

I

在
に
馳
駆
し
て
、
以
て
ジ
工
ボ
ン
ス
の
要
望
に
應
 ヽ

ん
と
し
た
の
は
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
學
敎
授
へ
ン
リ
！

ム
i
ア(

H

I
 M

o
o
s

で
あ
る
0
彼
も
亦
-
景
氣
循
環
の
表
面
的
原
因
を
作 

物
の
變
動
に
求
め
た
點
は
ジH

ボ
ン
ス
と
軌
を
一
に
す
る
が
、
併
し
そ

I

後
に
存
す
る
鬵

的

原
因
は
、
彼
に
従
へ
ば
太
陽
黑
點
に 

非
ず
し
.て
實
に
益
星
な
る
惑
患
の
運
行
狀
態
に
在
る
の
で
あ
る
。 

：
，：
>
.

.經
濟
循
環
の
.返
拟
及
び
そ
の
窮
局
的
原
因
に
關
す
る
ム
ー
ア
の
所
說
は
そ
の
著「

£
。
0
1
1
0
3

泞

0
7
0
1
6
5
; 

their 

L
a
w

 

and Cause, 

!

」

及

び「Generating E
c
o
n
l
c
y
c
F

 

1923
」

の
二
つ
の
：
內

に

展

開

さ

れ

て

ゐ

る

,°
前
f

於
て
は
被
は
ア
メ
リ
カ
合
衆 

國
の
貴
に
於
け
る
降
雨
量
の
週
期
性
と
農
作
物
收
獲
の
週
期
性
の
合
致
を
賛
し
、
更
に
農
産
物
の
債
格
が
收
穫
量
と
獲
な
る
相 

.關
々
係
に
立
つ
を
論
じ
、
最
後
I

濟

靈

Q
麗

S

I
價
f

關

聯

言

S

じ
て
、
以

て

叢

獲

q

原
票
降
雨
量
の
週 

期
的
循
摄
に
在
る
を
明
か
な
ら
し
め
ん
2
し
た
の
で
あ
る
。
然
る
に
货
者
に
於
て
は
彼

は

.研

究

の
籠

を

全
米
.及
び
英
國
に
擴
大
し
て 

前
著
の
所
說
を1

1

調
し
た
の
み
か
、
更
に
進
ん
で
降
雨
量
の
週
期
性
そ
の
も
の
'
原
因
を
金
星
の
運

行

狀

態
に
求
む
る
に
至
つ
た 

の
で
あ
る
。
斯
か
る
規
模
般
大
な
る
理
，

i|

體
系
は
決
し
て
抽
象
的
な
思
輯
の
結
果
で
は
な
く
、
實
は
凡
ゆ
る
近
代
的
統
許
技
術
.の
精
を
' 

盡
し
た
奢
果
なQ

で
t

。
'
私

は

犛

度

本

；

f!

上Q

ニ
つQ

拙
稿
に
於
て
、
す

ア

Q

企
圖
す
る
理
論
と
統
計
とQ

融
合
の
試
み
を

紹
介
し
た(

註〕

。
從
っ
て
本
稿
の
こ
.の
部
分
は
前
稿
の
續
稿
と
も
言
へ
る
の
で
あ
る
。

■ 

§

阼
年
ニ
月
號
、
.瓦
體
的
需
要
曲
線
の
導
出
に
就
て
.

■'
,昨
牢
七
ル
號
、
へ
ン
リ
！

ム
.
1ア
の
具
體
的
動
的
均
衡
の
理
論
體
罙
に
就K

ム
ー

‘ア

に

#

ベ
ば
、
景
氣
交
代
の
原
因
及
び
亥
配
法
則
の
硏
究
は
經
濟
動

ri
學
の
根
ホ
問
題
で
あ
り
、
こ
れ
が
窮
明
こ
そ
、
そ
の
箸 

「

經
濟
循
濮
、
そ

0
法
則
及

.び
原
因」

の
課
題
な
の
で
あ
る
。
.抑
も
經
濟
理
論
の
成
立
は
、

フ
ィ
ジ
オ
ク
ラ
ッ
ト
に
依
っ
て
、
農
業
が
■經 

濟
生
活
の
凡
ゆ

..る
形
式
を
決
定
す
る
と
唱
へ
ら
れ
て
以
來
の
事
で
あ
り
、
.特
に
正
統
學
派
に
依
っ
て
夫
の
收
穫
遞
減
法
則
が
生
產
及
び 

分
配
の
原
理
を

.吏
配
す
る
事
實
が
說
明
さ
れ
て
以
來
の
事
で
あ
る
。「

農
業
に
於
け
る
收
益
遞
減
法
則
は
輿
ら
、
靜
的
狀
態
に
在
る
社

# 

に
適
用
さ
れ
る
も
.の
で
あ
る
が
、
現
在
、
經
濟
動
態
擧
の
求
め
る
の
は
、
動
的
社
會
に
行
は
る
べ
き
法
則
の
發
見
で
あ
る」

C
S
。

(

註)
Economic Cycles,(

雜
川
虎
三
驛
、
練
濟
.

期
の
統
計
的
硏
究U

 N
)

.

.

ム
ー
アQ;

說
か
ん
と
す
る
の

.は
、
實
に
重
農
學
派
の
說
く
と
こ
ろ
の「

農
業
は
商H

業
の
甚
礎
で
あ
る」

と
の
信
條
•な
の
で
あ
る
。
藍 

し
若
し
農
業
が
ー
定
の
法
則
に
從
ふ
事
が
證
明
さ
れ
る
な
ら
ば
、
農
業
に
依
存
す
る
商
工
業
の
變
化
も
亦
證
明
さ
れ
る
普
で
あ
り
、
延 

い

て1

般
經
濟
坐
活
の
變
化
法
則
を
知
り
得
る
事
に
な
る
の
で
あ
る
。

斯
く
て
一
ネ
ー
四
年
の「

經
濟
循
環
期
、
そ
の
.法
則
と
原
因」

に
於
て
ム
1
ア
の
證
明
せ
ん
と
す
る
命
題
は
次
の
四
項
目
に
歸
着
す
る
。

(

I
V
降
雨
量
は
週
期
的
循
環
を

.示
す
。 

.

(

ニ)

農
業
の
作
物
は
降
雨
量
の
週
期
に
關
聯
す
。

天
艘
.的
景
氣
理
論
.の
ニ
っ
の
甚
型 

九

(

七
九
九)



.:天
盤
的
景
氣
.理
諭
の
ニ
づ
：の
甚
型 

一6

「

'
〇
〇)

•o
l
p 

:
作
物
價
格
0
變
動
は
作
物
收
獲
の
變
動
に
關
聯
す
。

,

(

0
 

,
H業の
景
氣
及
び
へ1

般
物
債
の
循
環
は
收
璨
の
週
^

•
ち
降
雨
置
の
.巡
期
的
循
環
の
硏
究
.か
ら一

般
經
濟
活
動
め
霧
的
讓
を
說
明
せ
ん
と
.す
る
の
.が
彼
の
因
的
で
あ
つ
た
。
こ
め
個 

..'
々
の
^
題
及
.び
そ
：

9

 

1聯
0
顧
係
.は
如
何
に
し
て
證
明
さ
れ
た
か
0
. 

.

農
產
鳴
衆
獲
に
決
定
的
影
響
を
與
へ
る
も
の
は
所
謂「

天
候」

な
；る
文
字
に
：要
約
さ
れ
る
氣
象
現
象
で
あ
り
、
特
に
靈
と
降
雨
量 

の
：1
1つ
で
1
ら
ぅ
:0

ム
ー
ア
は
こ
の
ぅ
ち
降
雨
量
'-
0
み
を
捉
へ
、
そ
の
週
期
牲
を
求
め
ん
と
し
た
0 

雨
量
の
週
期
を
決
定
す
る
爲
に
は
第
一
に
出
來
得
る
限
り
長
期
S

,
る
虛
翁
記
の
具
は
る
地
方
を
'選
ぶ
必
要
あ

る

事

は

言
ふ

迄

も
 

な

い

か

第

.ニ
に
該
地
方
は
、
硏
究
の
目
的
か
ら
明
か
な
通
り
、
«
業
地
方
な
る
事
を
必
•.要
と
す
る
。
こ
の
ニ
條
件
を
比
較
勺
に
完
# 

，せ
f

の
と
認
め
ら
れ
る
の
.は
、
實
に
一
八
：三
九
年
以
來
の
雨
量
記
錄
を
有
す
る
オ
ハ
イ
オ
流
域
地
方
で
あ
る
。
後
に
免
明
す
る
極
め 

て
精
密
な
番
的
剽
算
に
依
れ
ば
、
右
她
方
の
雨
量
は
三
士j

一
年
の
大
週
期
と
八
^
の
小
週
期
と
を
有
し
、
後
者
の
.頂
點
は
一
へ
^
ニ 

..年

.1

八
五
〇
年
、I

八
五
八
年
、

一
八
六
六
年
、

一
八
七
四
年
、

一
八
八
ニ
年
、

一
八
九
〇
ギ
、

一

八
九
八
年
.

一

九
〇
六
年
及
び
一 

九

一

.©
年
I

り
、
極
め
て
規
則
的
な
週
期
を
示
す
。
而
も
全
く
同
一
の
週
期
は
、
ア
メ
リ
カ
皇
囊
馨
た
る
玉
蜀
黍
及
び
燕
麥 

の
中
、も
的
生
產
规
た
る
イ
リ
ノ
イ
ス
州
に
つ
い
て
も
書
す
る
。
こ
れ
.ら
の
.事
實
は
、
必
然
次
の
結
論
に
辯
く
。「

我
等
の
問
題
と
す
る 

と
こ
ろ
は
茲
に
解
決
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
合
衆
國
の
主
要
穀
物
坐
產
地
方
に
於
け
る
年
々
の
降
雨
置
に
は
ゝ
全
く
長
期
變
動
傾
向
は
な
い 

力
そ
の
平
均
の
變
化
の
狀
態
は
、
三
十
三
年
及
び
八
年
の
：ニ
ケQ

獲
期
を
作
る
と
こ
ろ
の
原
因
の
合
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

一

(

註〕

。

'
 

(

註)

同
上
、
三
〇
頁

如
上
の
結
論
に
到
達
す
る
迄
の
彼
の
方
法
は
、
統
計
學
の
見
地
か
ら
極
め
て
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。
蓋
し
彼
に
於
.て
は
現
代
統
計 

學
の
極
め
た
多
種
多
様
な
技
術
が
利
用
さ
れ
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。

ム
ー
ア
の
目
的
と
す
る
.週
期
性
.の
檢
出
は
、
言
ふ
迄
も
な
く

.

調
和
解
析
法
に
據
る
を
理
想
と
す
る
。
純
數
學
の
方
面
に
於
て
、
こ
の
方 

法
が
始
め
て
確
立
さ
れ
た
の
は
、
フ
ー
リH

の
不
朽
の
名
著「

熱
の
解
析
的
理
論
^
句
§

-3
-
1
;
|
1
^
0
^
6 

Analytique d
e
l
a

 

Chaleur, 

1
00
2
2

)

に
於
て
^
あ
る
が
、
そ
れ
が
統
nt
學
に
援
用
さ
る
X
に
至
つ
た
の
は
、
シ
ュ
ス
タ
ー
敎
授
の
業
蹟
に
負
ふ
の
で
あ
っ
'て
、
所
謂 

ベ
リ
オ
ド
グ
ラ
ム(

p
e

-a.odogra

日)

な
る
方
法
即
ち
之
で
あ
る(

註〕

。

§

調
和
解
析
法
に
よ
っ
て
降
雨
贵
及
び
收
獲
の
週
期
を
求
め
ん
と
し
た
試
み
は
、

ム
ー
ァ
の
外
に
、
ビ
ヴ
r
リ
ジ(Beveridge )

に
見
ら
れ 

る
。W

e
a
ther a

n
d

 Harvest C
y
c
l
e
s
Q
c
o
n
.

 Journal,. Dec. 1
9
2
L
)

を
見
よ
。
彼
の
計
嚣
の
結
果
は
ム
ー
ア
の
そ
れ
と
は
著
し
く
異
る
。

規
則
疋
し
い
循
環
運
動
が
三
角
凾
數
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
事
は
、
旣
に
十
八
世
紀
の
中
葉
、
ユ
ー
ラ
ー
の
指
摘
し
た
と
こ
ろ
■で
あ
る
o 

こ
れ
に
立
脚
せ
る
フ
ー
リH

系
列
及
び
ペ
リ
オ
ド
グ
ラ
ム
の
方
法
は
、
今
日
景
氣
統
計
の
解
析
に
際
し
て
尊
門
家
の
間
に
廣
く
利
用
さ 

る
ム
に
至
っ
た
が
、
そ
の
端
緖
は
ム
ー
ア
.の
右
の
著
書
に
發
す
る
と
見
て
差
支
へ
な
い
と
思
姑
れ
る
れ
ら
の
方
法
は
該
書
の
胃
頭 

に
可
成
り
詳
し
く
說
明
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
そ
の
原
理
は
略
.々
次
の
如
き
も
の
で
.あ
る(

6
0'.
:

y
が
時
即
ち
セ
の
函
數
な
る
と
き
ノ
若
し
：

：

y
“

''>
s
i
n
(27 r

t
/
T
)
+
B
C
O
S
(27 r

t
/
T
)
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な
る
形
を
採
る
な
I

、
そ
は
？

T

I
間
隔
を
置
い
て
規
則
的
に
繰
返
へ
さ
れ
、
且
つy

 

i

R
及
びy

 

の
振
幅
を
示
す 

で
あ
る)

。
T
を
週
期
-

R
を
振
幅
と
い
ふ
。
ベ
リ
オ
ド
グ
ラ
ム
の
.目
的
は
、一

統
許
爵
の
ぅ
ち
如
上
の
構
成
要 

素
が
幾
つ
あ
る
か
を
決
定
す
る
に
f

。
こ
れ
を
解
く
爲
に
シ
癸
ず
は
、
系
列
中Q

數
ヶ
の
週
期
に
警
す
る
と
思
は
れ
る「

T 

の
凡
て
の
値」

に
對
し
て
振
幅
裏
出
し
た
。
こ
.の
振
幅
■

の
値
は
-眞Q

週
期
の
附
近
に
於
て
急
激
な
增
加
を
示
す
の
で
あ
る
。
即 

ち
粗
材
を
-
等
し
い
間
隔
を
置
い
た
一
群
の
項 

，
 

:

X

r'
•

a
o
鲁

_

••
tT

X
X

X .•
• .  
«
•
•
•
鲁 •.
• .

に
列
べ
れ
ば

は
右
粗
材
が
眞
に
週
期
的
運
動
を
含
む
限
り
、u =
 T
 Q

附
近
に
於
け
る
大
な
る
値
に
よ
つ
て
、

週
期
T
の
存
.在
を
示
す
の
で
あ
る
。 

(

上
式
に
於
て 

A
C
U
)
=
M

><tsin(2;rt/u) ，
B
(
u
〕

=
M

><tcos(27rt/u)

で
あ
る)

。

(

註〕

d
p
vK*Ss 

Nelson—
Elements of Statistics, 1935 

w
?
M
w
^
o
.

.

 

-. 
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I
.

假
り
に
豫
め
週
期
が
與
ヘ
ら
れ
て
ゐ
る
な
ら
ば
、
素
よ
り
ペ
リ
オ
ド
グ
ラ
ム
は
不
必
要
で
あ
つ
て
、
直
接
に
調
和
解
析
法
を
適
用
す 

れ
ば
足
就

。
併
し
い
ま

卞

ア

Q

取
扱
ふ
降

雨

靈

つ
い
て
は
、
週
期
は
豫
め
與
へ
ら
れ
て
は
ゐ
な
いQ

で
あ
る
。

こ
れ
即
ち
皮
が

七
十
一
一
年
間
の
每
年
の
降
雨
量
の
統
計
に
つ
き
、
ペ
リ
オ
ド
グ
ラ
ム
援
用
の
必
要
を
感
じ
た
所
以
で
あ
る
。
彼
の
行
つ
た
實
際
の
fi
t
算 

を
省
略
し
て
單
に
そ
の
結
掘
の
み
を
言
へ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。「

茲
に
採
っ
た
短
期
間(

七
十
二
年
間)

の
材
料
の
硏
究
で
は
、一

定 

の
實
際
の
循
環
期
が
稃
在
す
る
と
斷
言
す
る
事
は
輕
卒
の
嫌
ひ
が
な
い
で
は
な
い
が
、
次
の
事
は
確
か
で
あ
る
。
即
ち
オ
ハ
ィ
オ
流
域 

の
七
十
ニ
年
の
材
’料
の
ぅ
ち
に
、
眞
の
循
環
期
が
あ
る
も
の
と
す
れ
ば
、
八
年
及
び
三
十
三
年
の
ニ
ケ
の
循
環
期
は
、
他
の
盤
數
を
以 

て
表
は
し
た
循
環
期
の
何
れ
ょ
り
も
確
か
ら
し
さ
が
大
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
、
及
び
八
年
或
ひ
は
三
十
三
年
の
週
期
は
オ
ハ
ィ
オ
流
域 

の
降
雨
量
の
將
來
の
變
化
に
關
し
、
又
降
雨
量
に
依
據
す
る
諸
現
象
の
變
化
を
說
明
す
る
の
に
、
そ
の
材
料
か
ら
最
も
確
か
ら
し
い
根 

據
を
得
る
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
し(

註)

。

6

W
同
上
、
ニ
〇
頁
。

斯
く
週
期
が
決
定
さ
れ
、
ば
、
こ
れ
か
ら
降
雨
量
循
環
曲
線
を
描
く
事
は
困
難
で
は
な
い
。
但
し
右
の
如
く
、
彼
の
發
見
し
た
週
期 

は
八
年
と
三
十
三
年
の
ニ
ケ
で
あ
る
。
こ
の
ぅ
ち
主
炎
る
も
の
は
前
者
で
あ
る
事
は
彼
の
描
い
た
ぺ
リ
オ
ド
グ
ラ
ム
に
明
か
で
あ
る
が
、 

兎
に
角一

ー
ケ
の
循
環
期
の
發
見
さ
れ
た
以
上
、
求
む
る
曲
線
は
、
こ
れ
ら
ニ
つ
の
綜
合
曲
線
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
か
く
て
彼
は
右
一
一 

っ
の
循
環
期
及
び
そ
の
半
調
和
項
と
を
組
合
は
せ
て
第
一
圖
の
如
き
曲
線
に
到
達
し
た
の
で
あ
る
。

，

降
雨
量
週
期
を
求
む
る
爲
の
右
の
方
法
は
、
そ
の
ま
、
收
毽
、
工
業
製
品
又
は
物
價
の
週
期
決
定
に
適
用
さ
れ
る
。
唯
だ
降
雨
量
の 

如
き
自
然
現
象
に
於
て
は
所
謂「

長
期
發
展
傾
向」

は
存
在
し
な
い
か
ら
、
興
べ
ら
れ
た
原
材
料
に
就
い
て
直
ち
に
右
の
方
法
を
施
し
得 

る
に
對
し
、
收
權
そ
の
他
の
社
會
的
系
列
に
於
て
は
、
概
し
て
顯
著
な
長
期
傾
向
を
認
め
ら
れ
る
か
ら
、
右
の
方
法
を
施
す
に
先
だ
ち
、 

天
體
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景
氣
理
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1
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(

雄

i
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&
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^
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s°o
2
3
7

ベ
卸
费
1
6
3
CO
A

先
ず
傾
向
値
を
除
去
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
e
g
o傾
向
値
の
除
去
儆
は
向
線
の
當
碳
め
か
ら
行
は
れ
る
。
斯
く
て
彼
は
、
' 

Wへ
ば
イ
リ
ノ
イ 

ス
州
に
於
け
る1

八
七
〇
苹
か
ら
.一
九
ー
〇
年
ま
で
の
玉
蜀
黍
エ
ー
ヵ
ー
當
り
收
穫
高
に
っ
い
て
は
、y

=
0
.
2
6
4
x

十2
P
9
3
(

原
點
一 

八
七
〇
牢)

な
る
直
線
的
傾
向
線
を
算
出
し
た
。
即
ち
各
年
の
エ
ー
力
ー
當
り
收
權
高
か
ら
、
其
の
部
の
一
八
セ
〇
年
に
對
す
る
隔
り 

(

ハ
キ
數)

の
〇
•
ニ
〇
四
倍
を
引
け
ば
、
倾
向
値
の
除
去
さ
れ
た
系
列
が
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

(

註)

拙
稿
、
統
計
的
提
期
傾
向
値
と
理
論
的
發
展
疋
常
値
、
，本
誌
第
二
十
九
卷
第
四
號
、
參
照
。

合
衆
國
の
穀
物
、壬
要
坐
產
地
方
に
於
け
る
降
雨
量
に
は
三
十
三
年
の
大
波
と
、
页
に
其
間
に
軍
ね
合
は
せ
ら
れ
た
八
牢
の
循
環
期
の 

伟
す
る
蕻
が
判
明
し
た
以
上
、
次
に
は
右
の
降
雨
量
循
環
と
農
作
物
收
獲
循
環
と
の
.間
の
關
係
を
知
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
：。'
そ
し
て
之
が
爲 

に
は
豫
め
農
作
物
收
權
の
循
環
的
變
励
を
明
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

,雨
量
又
は
温
度
の
如
き
自
然
現
象
と
異
り
、
作
物
の
如
き
人
爲
的
現
象
が
、
技
術
.の
進
歩
、
耕
地
面
積
の
擴
張
等
の
原
因
か
ら
顧
著 

な
長
期
發
M
傾
向
を
示
す
事
は
旣
に
述
べ
た(

能)

。

い
ま
作
物
の
時
代
に
ょ
る
收
褪
高
の
變
.化
を
見
ん
と
す
る
場
合
、
若
し
總
收
獲
の 

代
.り
に
一
工
ー
ヵ
ー
當
り
收
權
量
を
採
れ
ば
、
少
く
も
耕
地
面
積
の
.增
減
に
栽
く
變
化
は
除
去
.さ
れ
る
。
斯
く
て
ム
ー
ァ
は
計
算
の
單 

位
と
し
て
各
種
作
物
の
，H

1
ヵ
ー
當
り
收
獲
量
を
採
り
、
そ
の
.壯
數
に
現
は
れ
た
變
励
か
ら
、
倾
向
線
の
當
嵌
め
に
ょ
っ
..て
發
展
傾
向 

を
除
去
し
、
以
て
循
環
連
動
を
求
め
た
の
で
あ
る
。
彼
の
最
初
に
使
用
し
た
材
料
は
、

一
八
七
〇
卬
か
らI

九
〇
〇
苹
ま
で
の
イ
リ
ノ 

イ
ス
州
に
於
け
る
玉
蜀
黍
、
馬

鈴

乾

草

及

び

燕

麥

の

'四
種
の
統
計
で
あ
る
。
こ
れ
ら
各
種
の
作
物
に
っ
い
て
■求
め
ら
れ
た
循
環
運 

動
は
、
降
雨
量
の
場
合
に
於
け
る
と
同
じ
く
、
ベ
リ
オ
ド
グ
ム
ム
の
方
法
に
ょ
っ
て
そ
の
週
期
を
.衆
め
ぅ
べ
く
、
.彼
の
許
算
の
結
來
は
，
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六

c

八
◦
六)

龜
め
て
明
瞭
な
八
年
週
期
を
示
じ
た
の
で
あ
る
。
而
も
そ
の
週
期
は
長
さ
の
み
な
ら
ず
、
時
間
的
に
も
降
雨
量
の
週
期
と
.殆
ど
一
致
し
、 

‘降
雨
量
の
循
環
が
作
物
量
循
環
の
原
因
な
ひ
と
言
ふ
彼
の
命
題
は
極
め
て
有
力
な
實
證
的
支
持
，を
受
け
.た
事
に
な
る
。
.

.
• 

拙
稿
，
季
節
變
動
の
統
計
的
測
^
に
就
て
、
本
誌
第
ニ
十
九
卷
第
九
號
へ
四
七
頁
參
照
。

■

併
し
此
處
に
.注
意
す
べ
き
は
、
作
物
と
雨
量
と
0
關
係
が
必
ず
し
も
-ー
義
的
で
な
い
點
で
あ
る
。「

作
物
が
異
れ
ば
、
播
種
、
收
獲
の 

.
#期
及
び
生
育
：の
期
間
が
，異
り
、
又
生
育
.の
各
時
期
に
，ょ
つ
て
、
湯
氣
を
要
す
'る
程
度
を
異
•に
す
る
。
降
雨
量
の
變
化
が
作
物
の
收
猶 

.の
變
化
を
左
右
す
る
か
ど
ぅ
.か
を
^'
る
直
接
の
方
法
は
、
總
，て
の
作
物
に
就
い
.て
.、
其
收
權
を
左
右
す
る
-季
節(critical season )

を
確 

か
め
、
そ
し
て
各
作
物
の
生
產
高
の
變
化
と
、
其
收
權
.を
左
右
す
るf

期
の
降
雨
量
の
變
化
と
を
比
較
す
る
事
で
.あ
る
：,

(

s

o
勿
論
作 

物
に
關
係
あ
る
降
雨
期
は
作
物
坐
育
期
即
ち
夏
期
で
あ
る

。.故
に
各
作
物
收
獲
量
と
、
夏
期
各
月
の
降
雨
量
と
の
關
係
を
相
關
係
數
に 

ょ
つ
て
.测
定
す
れ
ば
足
る
で
あ
.ら
ぅ
。
ム
1

ァ
の
許
算
に
據
れ
ば
、
玉
蜀
黍
及
び
馬
鈴
薯
に
就
い
て
は
七
、
八
月
、

.に
就
て
は
力
、 

七
、
八
月
が
所
謂critical s

e
a
s
o
n

に
該
當
す
る
。(

相
關
係
數
は
玉
蜀
黍
に
於
て
は
r
=
+
p
5
00

9
馬
鈴
薯1

:
=
+
0
.
6
6
6
:
:
)

。

へ
註)

ム
ー
ァ
、
同
上
四
ニ
頁
。 

•

.部
々
の
降
雨
量
と
收
糨
と
の
間
の
相
關
は
、
必
ず
し
も
各
年
のcritical s

e
a
s
o
n

の
雨
量
と
收
權
と
の
間
の
相
關
と
一
致
す
る
と
は 

限
ら
な
い
。
そ
こ
で
次
に
必
耍
な
事
は
、
こ
の
年
々
の
降
雨
量
と
各
年
のcritical, s

e
a
s
o
n

の
降
雨
量
と
が
同
一
運
動
形
態
な
る
事
を 

實
證
す
る
事
で
あ
る
。
ム
ー
ア
の
.計
箅
は
こ
の
點
に
於
て
も
極
め
て
有
利
な
結
艰
に
到
達
し
て
ゐ
る
。

各
作
物
を
個
別
的
に
採
つ
て
收
褪
量
と
降
雨
量
と
CD
關
係
を
確
定
し
た
後
、
ム
ー
ァ
は
次
に
右
各
種
作
物
：を
一
.丸
と
し
て
、
總
收
獲

獅達屏10忍书浮通
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天
體
的
景
氣
.理
驗
.の
二
っ
の
基
型 

一

八

(

八
o
八〕 

量
と
降
雨
量
と
の
間
に
果
し
て
同一

の
.關
係
あ
り
や
否
や
を
硏
究
し
た
。
そ
の
結
果
は
次
圖
の
示
す
通
り
、
彼
の
期
待
に
合
致
す
る
密 

接
な
關
係
を
示
し
た
の
で
あ
る(

前
の
第
二
圖
の
點
線
に
よ
つ
て
乐
さ
れ
る
平
均
的
有
効
月
降
雨
量
と
は
O
S
S 

s
e
a
s
o
n

全
體
の
降 

雨
量
を
ば
、
そ
の
時
期
に
當
る
月
の
數
で
割
つ
た
も
の
で
あ
る)

。 

,
 

斯
く
て
如
上
の
考
案
は
次
の
結
論
に
導
く

(
一
)

四
ケ
の
主
要
作
物
の
收
獲
高
は
、
そ
の
各
々
の

-.acal 3
e
a
s
o
n

の
降
雨
量
と
關
聯
す
る
。

(

ニ)

作
物
.のH

丨
力
ー
當
り
收
獲
量
* 

.及び

.各

作

物

の

巴

H

の
降
雨
量
の
律
動
的
變
化
は
、
何
れ
も
運
行
の
大
波 

を
綜
合
し
た
三
十
三
牝
及
び
そ
の
半
調
和
項
と
、
短
期
の
#
動
的
變
化
を
表
は
す
八
年
及
び
そ
の
半
調
和
項
の
重
り
合
っ
た
循
環 

期より成る綜合循環期である。
:

ノ

 

•

(

三)

：
：
降
雨
量
に
よ
っ
て
表
は
さ
れ
た
天
候
狀
態
に
於
け
る
律
動
的
運
行
は
、
作
物
の
循
環
期
の
原
因
な
り
と
斷
定
し
得

る

。

(

四)

作
物
を
全
體
と
し
て
見
た
場
合
、
收
獲
變
動
の
指
數
及
びcritical 

s
e
a
s
o
n

の
平
均
有
効
降
雨
量
を
表
は
す
指
數
の
相
關 

、
は
極
め
て
高
く
.H
n
+
0
.
5
8
4

で
あ
る
。

(

五)
..

收
璨
變
動
の
指
數
及
び
平
均
有
効
降
雨
量
の
指
數
に
於
け
る
律
動
的
變
化
は
、

JH
確
に
三
十
三
年
及
び
八
年
の
循
環
期
と
其 

の
半
調
和
項
を
組
合
せ
龙
循
環
期
で
表
は
さ
れ
、
而
し
て
こ
れ
ら
二
っ
の
綜
合
曲
線
は
、
そ
の
一
般
性
質
に
於
て
®
だ
類
似
し
て 

ゐ
る
？ 

,

(

六)

作
物
.を
個
別
的
に
と
つ
た
場
令
、
及
び
全
體
と
し
て
見
た
場
合
の
硏
究
の
結
果
、
次
の
如
き
.一
般
的
結
論
.を
得
る
。(

a)

作

物
の
收
獲
髙
及
びcritical 

s'c
o
a
s
o
n
の
降
雨
量
に
は
、
何
れ
も
律
動
的
變
化
が
あ
り
、
そ
し
て
組
合
せ
た
循
環
期
に
依
り
、
こ
れ 

は
線
合
さ
れ
る
■が
、
こ
の
循
環
期
は
三
十
三
年
及
び
こ
の
半
調
和
項
の
大
波
と
、
八
年
及
び
そ
の
半
調
和
項
の
短
期
の
f

合
っ 

'
た
循
環
期
を
因
子
と
す
る
も
の
で
あ
る
。(

b)

降
雨
量
に
ょ
っ
て
表
は
さ
れ
る
天
候
狀
態
の
循
環
的
運
行
は
、
作
物
の
循
環
期
の 

'

稂
本
的
，な
不
變
の
'原
因
で
あ
る
<蝕〕

-

(

話)

：
ム
1
ァ
ノ
同
上
芄
五
|
六
頁
0

:

農
作
物
收
獲
量
の
週
期
が
降
雨
量
の
そ
れ
に
依
っ
て
規
.制
冶
れ
る
事
は
以
上
の
如
く
だ
.と
し
て
パ
然
ら
ば
如
何
に
し
て
.右
の
：事
實
か 

ら
、
.一
般
經
濟
活
励
の
週
期
が
同
じ
く
降
雨
量
の
そ
れ
に
依
っ
て
規
制
さ
れ
る
事
が
歸
結
さ
れ
る
か
。
換
言
す
れ
ば
、
。作
物
と
一
般
景 

氣
と
の
間
の
.相
關
乃
至
因
猓
の
關
係
は
如
何
に
し
て
樹
立
さ
れ
.る
か
。

そ
の
第
一
段
の
要
件
は
、
具
體
的
な
需
要
曲
線
の
確
定
と
い
ふ
事
で
あ
る
。「

經
濟
循
環
期
の
原
因
及
び
法
則
に
關
す
る
硏
究
は
、
價 

値
及
び
俊
格
の
循
環
期
.の
考
察
に
ま
で
進
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
0
作
物
の
供
給
の
#
動
的
變
化
は
、
數
種
の
作
物
に
對
す
る
需
要
の 

法
則
に
.從
つ
て
^
の
#
物
の
.價
お
.に
影
響
す
る
か
ら
：、
上
に
得
た
結
果
を
經
濟
循
環
期
の
原
因
と
，法
則
の
問
題
に
關
聯
せ
し
む
る
爲
に 

は
、
是
非
と
も
第I

に
な
す
べ
き
事
は
、
數
種
の
作
物
の
變
動
と
其
の
.結
梁
生
ず
る
各
々
の
價
格
の
變
動
と
；の
關
係
の
問
題
を
解
く
事 

で
あ
，る
。
そ
れ
に
は
現
#
す
る
材
料
か
ら
、
代
表
的
の
作
物
の
需
要
法
則
を
導
き
出
す
事
が
必
要
で
あ
.る」

こ

、
に
展
開
さ
れ
た 

方
法
こ
そ
、
私
の
信
ず
る
と
こ
ろ
.で
は
、
彼
の
最
も
光
輝
あ
る
業
蹟
で
あ
っ
て
、
そ
の
後
に
發
展
せ
し
め
ら
れ
た
彼
の
動
的
均
衡
の
理 

V

論
と
：相
俟
っ
て
、
實
證
的
動
態
的
理
論
體
系
を
樹
立
す
る
.に
至
っ
た
の
で
あ
る
0
併
し
こ
の
ーI

っ
の
問
題
に
就
て
は
、
私
は
旣
に
昨
年 

天
體
的
景
氣
.理
論
の11

っ
の
碁
型 

.
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天
體
的
景
氮
理
論
：の
ニ
.っ
の
高
型 

I

f

o

(

八
_
1〇〕

度
ぬ
.本
i
lte
於
て
ニ
囘
.に
苴
つ
て
詳
細
に
論
ず
る
と
と
ろ
が
あ
つ

た

。

あ
は
せ
讀
ま
れ
る
な
ら
ば
幸
ひ
.で
あ
る
。

入

.：@

,
ム
1
ア
、
.同
上
、
六I

頁

作
物
の
具
體
的
需
要
曲
線
は
、
作
物
.：

Q

極
類
に
よ
つ
て
多
少
そ
の
型
を
異
に
す
る
け
れ
ど
も
、
併
し
何
れ
も
負
の
傾
き
を
示
す
と
い

ふ
點
に
つ
い
て
は
一
.致
す
る
。
換
言
す
れ
ば
、

一
般
に
作
物
の
供
給
增
加
は
價
格
の
下
落
を
、
供
給
減
退
は
價
格
騰
貴
を
齎
ら
す
。
ム

1

T

Q見
解
に
從
ベ
ば
、
こ

の
作
物
な
る
原
始
生
產
物
の
價
格
®
下
は
、
當
然
、
こ
れ
を
原
料
と
す
る
製
造
業
に
.活
動
的
刺
戟
を
與
へ

る
.の
で
あ
る
。
こ
れ
を
立
證
す
る
爲
に

.、

彼
は
X
業
活
動
の
指
標
と
し
て
銑
鐵
生
產
高
を
拉
し
來
り
、
こ
の

_

系
列
と
作
物
收
權
高
系
列

と
の
.關
聯
を
求
め
ん
と
し
た
。
惟
ふ
に
铣
鐵
生
產
高
の
景
氣
指
標
と
しV

の
價
値
は
、
シ
k
ビ
ー
ト
ホ
ー
フ
其
他
多
數
の
學
者
に
よ
つ

て
確
定
さ
れ
た
と
.こ
ろ
で
あ
る
®
一

)

。

そ
し
て
ム
ー

ア
の
計
算
に
よ
れ
ば
、
收
獲
髙
と
の
關
聯
は
極
め
て
密
接
で
あ
るO

併
し
收
權
の

増
減
は
即
時
的
に
工
業
系
列
に
反
映
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
兩
者
の
：間
に
は
或
る
時
間
的
間
隔
が
あ
る
べ
き
箸
で
あ
る
。
統
計
學
の
.

用
語
を
以
て
す
る
な
ら
ば
、
兩
者
間
の
相
關
係
數
は
、1

定
の
ラ
グ
9
的)

を
置
い
た
場
合
に
最
髙
と
な
る
の
で
あ
つ
て

、
ム

^
.ア
の
計

箅
に
據
れ
ば
、
ラ
グ
を一

年
と
す
れ
ばr

=
+
o
7
1
9

 

ニ
年
と
す
れ
ばr== +

 0.71.s

と
な
り
、
.他
の
年
數
を
ラ

グ

と

せ
る
場
合
に
は

何
れ
も
〇
•七
以
下
に
過
ぎ
な
い
。
斯
く
て「

作
物
の
豐
凶
が
銑
鐵
の
生
產
の
景
氣
に
最
大
の
影
響
を
與
へ
る
の
は
、

一
年
或
ひ
は
ニ
年

の
間
に
あ
る
J

S

5と
の
結
論
に
到
達
す
る
。

(

註

一
)

遠

，Strauss-Konjunkturbarometer, unter besonderer B
er

psckrichtigung 

■
 d'

e
r
a
s
e
n
m
a
r
k
t
e 

se.
t 19

2
4
; 

ー
<0
怒

(

註
二)

ム
1
ァ
、
同
上
、
一
〇
四
頁

•

°

*

降
雨
量
に
始
ま
り
銑
鐵
生
產
高
に
終
る
ー
聯
の
因
果
的
連
鎖
が
斯
く
立
證
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、

こ
れ
に
ょ
っ
て
彼
の
主
題
は
解
決
さ 

れ
た
の
で
あ
る
。
蓋
し
銑
鐵
坐
產
高
に
ょ
っ
て
代
表
さ
れ
るH

業
活
動
の
盛
衰
が
、
或
る
時
問
的
間
隔
を
置
い
て
一
般
物
價
水
準
の
高 

下
を
齎
す
こ
と
は
旣
に
自
明
の
理
だ
か
ら
で
あ
る
。
斯
く
て
こ
れ
ら
事
實
の
最
後
的
結
論
は
次
の
如
く
要
約
す
る
事
が
出
來
る
。「

エ
ー 

力
ー
當
り
收
權
高
の
循
環
期
の
..根
本
的
に
し
て
不
變
な
原
因
は
、
降
雨
量
の
.律
動
的
變
化
に
ょ
っ
て
代
表
さ
れ
た
天
候
の
狀
態
に
於
け 

る
循
環
的
運
行
で
あ
り
、
且
っ
作
物
收
毯
高
の
循
環
的
運
行
は
經
濟
的
循
環
期
の
极
本
的
に
し
て
不
變
な
原
因
で
あ
る
L (

註〕

。

〔
(

註 >

 

ム

ー

ァ
、

同>.
、

一
 
四

〇
K
。

1

九1

四
年
'の
著
作
に
於
て
股
開
さ
れ
た
如
上
の
論
旨
は
、

一
九一

1

三
平
に
至
り
、「

發
生
的
經
濟
循
環」

.Generating 

Economic 

Cycles 

..に
於
て
更
に
.發
展
せ
し
め
ら
れ
、
降
雨
量
の
週
期
的
循
環
そ
の
も
の
の
窮
局
的
原
因
に
考
察
を
加
ふ
る
に
至
っ
た
。
.前
著
に 

於
て
は
彼
は
來
國
の
數
州
を
個
別
的
に
取
极
つ
た
が
、
い
ま
や
全
米
を
單
位
と
し
、
六
種
の
穀
物
を
.

一

丸
と
し
て
、
降
雨
量
と
農
作
物 

と
が
共
に
八
年
の
週
期
的
循
環
を
示
す
事
を
證
明
し
た
の
で
あ
る
。
前
著
に
言
及
さ
れ
た
三
十
三
年
の
週
期
が
此
處
で
は
最
早
や
影
を 

ひ
そ
め
た
事
は
注
目
に
値
す
る
。
即
ち
彼
の
.言
ふ
循
環
週
期
と
は
.八
年
週
期
に
外
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
併
し
こ
の
週
期
を
導
出
す
る 

方
法
そ
の
も
の
は
、
前
著
に
於
け
る
そ
れ
と
原
則
.的
に
は
何
等
異
る
と
.こ
ろ
は
な
い
。
故
に
私
は
最
早
や
こ
の
問
題
に
は
觸
れ
る
こ
'と 

な
く
、
直
ち
に
原
因
論
の
.構
成
に
移
ら
ぅ
。

景
氣
循
環
が
八
年
を
週
期
と
す
る
降
雨
循
環
の
結
艰
な
る
事
は
一
九
一
四

年
の
著
作
P
結
論
で
あ
っ
た
。
併
し
然
ら
ば
何
故
降
雨
な 

る
氣
象
現
象
に
斯
か
る
規
則
的
週
期
が
存
在
す
る
か
に
っ
い
て
は
、

泡
書
に
於
て
は
何
等
觸
る
\
と
，こ
ろ
が
な
か
つ
た
。
こ
の
未
解
決 

.天
體
的
景
氣
理
論
の
' ニ
っ
の
華
型 

ニ
ー 

ハ
八
ニ)



天
體
的
景
氣
理
諭
の
ニ
っ
の
基
型 

ニ
ニ 

{
TA.
I 
ニ〕

の
間
題
こ
そ
、
ム
ー
ア
が
そ
の「

發
生
的
循
環」

に
於
て
主
た
る
對
象
と
し
た
と
こ
ろ
な
の
で
あ
るO

抑
も
彼
の
使
闬
せ
る「

逯
生
的
谓 

環」
な
'る
語
ば
、
彼
自
身
の
說
明
に
從
へ
ば「

そ
の
起
源
を
非
經
濟
的
原
因
に
有
し
、派
生
的
經
濟
循
環
の
創
造
的
源
泉
と
な
る
と
こ
ろ
の 

經
濟
循
環
；

j
を
意
味
し(

5

獨
逸
の
學
者
の
所
謂E

x
o
g
e
n
e 

Konjunkturzyklus 

(

外
生
的
景
氣
1
環)

と
或
る
程
度
ま
で
同
一 

義
の
t
の
で
あ
る(

註
ニ)

。

魂
ょ
り
單
な
.る
氣
象
現
象
と
雖
も
、
明
か
に
非
經
濟
的
原
因
で
あ
る
か
ら
、
ム
ー
ア
の
.說
が
最
初
か
ら
外 

生

的

で

.
あ

る

事

は

言

.ふ
迄
も
な
い
の
で
あ
る
が
、
被
が
新
た
.に
發
坐
的
な
る
語
を
使
用
す
る
に
至
つ
た
の
は
、
上
記
.の
定
義
の
示
す
通 

り
單
な
る
外
生
的
循
環
論
か
ら
更
.に
一
步
を
-進
め
.て
、

そ
の
.背
後
に
■横
は
る
窮
.局
的
原
因
に
ま
で
遡
ら
ん
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。
旣 

に
述
べ
た
ゼ
ヴ
ォ
ン
ス
の
太
陽
黑
點
說
は

明
か
に
ム

.丨

ア

の
謂
ふ

發
生
的
循
環
論
の
一
典
型
と
い
へ
る

し

*

又
私
が
次
章
に
於
て
紹
介 

せ
ん
と
：す
る
マ
ダ
•
シ
ャ
フ
ナ
ー
の
心
理
說
も
亦
然
り
で
あ
る
。
唯
だ
ム「

丨
ア
の
®

點
は
、
ゼ
ヴ
ォ
ン
ス
及
び
マ
タ
•
シ
ャ
フ
ナ
ー

が

太
陽
活
動
そQ.

念

、
■

的
變
化
を
發
生
蔻
因
と
暴
す
に
對
し
、
童

Q

運
行
な
る
要
證
發
生
的
原
因
轰
め
た
奪
あ
る
。 

何
故
彼
が
斯
か
る
新
說
‘に
到
達
し
た
か
。

.

C

註1)
Moore, Generating 

い

 Economic cycles, P. 
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S
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.

 

Diehl, Konjunktur, Konjunkturtheorie, (Artikelin 

“ 
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降
雨
置
の
八
年
週
期
が
是
認
さ
れ
る
と
し
*
そ
の
背
後
に
橫
は
る
钹
局
的
原
因
を
求
め
ん
.と
す
る
場
合
、
第
一
に
行
ふ
可
き
事
は
、 

地
球
卜
：の
氣
象
現
象
と
同一

.の
週
期
を
有
し
、
且
つ
斯
か
る
氣
象
現
象
を
生
ぜ
し
む
る
が
如
き
何
等
か
の
現
象
が
存
在
す
る
か
否
か
と 

ぃ
ふ
事
で
ぁ
.る
°
即
ち
問
骶
は(

一)

觀
察
さ
れ
た
氣
象
循
環
と
.同
時
的
な
、
八
年
を
週
期
と
す
る
或
る
宇
宙
的
循
環
^osmical cycle)

が
存
在
す
る
か
否
か
、
及
び(

ニ)

そ
の
宇
宙
的
循
環
ば
、
觀
察
さ
れ
た
氣
象
現
象
を
發
生
せ
し
め
得
る
が
如
き
、
同
時
的
に
變
化
す
る 

カ
を
伴
ふ
や
否
や
、
の
ニ
つ
に
分
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
第
一
の
問
題
は
、
彼
に
從
へ
ば
、
極
め
て
簡
單
で
あ
る
。
蓋
し
廣
大
な
宇
笛
現
象
に
於
て
、
少
く
と
も
吾
人
の
知
る
限
り
に
於 

て
は
、
八
年
の——

且
つ
地
上
の
氣
象
循
環
と
略
々
同
時
的
の——

週
期
を
持
つ
ち
の
は
、
金
患
な
る
惑
歷
の
、
太
陽
及
び
地
球
に
對 

す
る
相
合(conjunction)

以
外
に
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

畫
は
地
球
に
最
も
近
い「

內
惑
星」

で
、
地
球
と
同
じ
く
略
々
楕
圓
形
の
軌
道
を
描
き
な
が
ら
約
一『

百一

一
十
五
日(

詳
し
く
は一

三 

四
•七
〇

1
日)

の
週
期
を
以
て
太
陽
の
周
圍
を
運
行
し
つ
、
あ
る
。
質
量
は
地
球
の
約
八
ニ
^
、
地
球
か
ら
の
平
均
距
離
は
四
.

I

三
六 

萬
軒
に
過
ぎ
ず
、
又
そ
の
ア
ル
べ
ド
ー
の
大
な
る
値(

〇
•五
六)

か
ら
し
て
•
明
か
に
濃
厚
な
大
氣
の
存
在
す
る
事
が
判
明
し
て
ゐ
る 

(

註)

。

ム
ー
ア
の
謂
ふ
金
星
の
八
年
週
期
と
は
、
金
星
の
公
轉
週
期
と
地
球
の
そ
れ
と
の
相
違
か
ら
坐
ず
る
も
‘の
で
、
金
星
が
約
ニ
百
一1 

十
五
日
を
以
て
太
陽
を
一
周
す
る
と
い
ふ
の
は
畢
竟
■一
 

日
平
均9

6
7
/

OS
の
中
心
角
を
移
動
す
る
事
で
あ
り
、
地
球
の
そ
れ
の
5
905
、
3
 

に
比
し
*1

日
平
均36-59

パ5

だ
け
速
い
事
を
意
味
す
る
。
い
ま
假
り
に
余
星
及
び
地
球
の
ニ
つ
の
軌
道
が
同一

平
丽
上
に
在
る
も
の 

と
す
る
。
或
る
時
點
To
に
於
て
太
陽
丨
金
星
丨
地
球
が
一
直
線
上
に
來
た
と
す
れ
ば
、
次
に
右
三
者
が
同1

直
線
に
來
る
時
點
乃
は
、 

^

|

^
即
ち
最
初
の
時
點
か
ら
數
へ
て
五
八
三
*九
日
目(

即
ち
約
1|
年
目)

に
當
る
。

第
三
囘
の
時
點
^

は
同
様
に
し
て
第
ニ
時
點 

か
ら
1«
年
目
、
即
ち
最
初
.の
時
點
か
ら
3-
J
,
♦目
、
第
四
囘
時
點
^
は
4#
年
目
、
第
五
時
點
で
は
6§
年
目
、
第
六
囘
時
點
T5
は
丁
度
八 

年
目
に
當
る
。
而
も
注
目
に
値
す
る
の
は
、
こ
の
八
年
目
に
地
球
及
び
金
蜇
の
位
'置
.は
最
初
の
時
點
に
於
け
る
位
置
に
略
々
復
歸
す
る 

天
體
的
景
氣
理
論
の
二
つ
の
蕋
塑 

二

三

(

八
ニ
5

.



m第
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V  = 金星  

E =Itfe I/Jv

天

體

的

景

氣.理
論
の
ニ
つ
.
の

蒙

 

ニ

西

(

八
ー
四
>

事
.で
あ
*
る
o
こ
0.
間
の
.關
係
は
.上
の
第
三
圖
に
依
つ
て
了
解
さ
れ
た

.

•

 

_

 

'..

(

註)

.
關
ロ
舰
士
ロ
、
天
睛
物1-

學
、
二
七
七—

八
頁
0
.

.
右
に
於
て
は
地
球
及
.び
金
患
の
軌
道
が
共
に
同
一
平
而
に
在
る
も 

の
と
假
定
さ
れ
た
の
：で
あ
る
が
、
實
際
に
は
こ
の
一
一
つ
の
軸
道
は
決 

し
て
同一

平
面
上
に
は
無
い
の
.で
.あ
る
。
金
M
軌
道
は
約
.

3
0
2
3
4
1

 

.
の
傾
斜
を
示
し
、
終
つ
.て
最
初
の
時
點
に
於
て
は
太
陽
丨
金
患
丨
地 

球
が
一
.直
線
上
に
來
て
も
、
他
の
時
點
に
於
て
は
太
陽
I
兔
厘
を
結

i

線

は

難

Q

逾
か
上
又
は
下
を
麗
す
5

に
な
る
。
斯
く
て
太
陽
I
重
を
結
ぶ
直
線
が
■

地
球
を
貫
く
時
點
は
.
右
三
天 

體
が
最
初Q

時
S

於
け
る
と
I

等
し
く
な
つ
た
と
き
、
即
ち
最
初
の
時
點
f

八
年
百
に
馨
す
る
。
こ
の

篇

.に
於
て
金
S
 

最

も

地

球

し

、
光
度
は
著
し
4

大
し
て
#
間
で
す
ら
肉
眼
で
認
め
ぅ
る
に
至
るQ

で
あ
る
。
故
に
若
し
童
に
、
地
球
に
影 

響

を

及

ぼ

.す

が

如

き

作

用

t

丰

れ

ば

、
地
球
に
最
も
接
近
す
る
各

八

年

着

そQ

影
響
が
顯
著
と
な
る
で
あ
I

事
は
言
ふ
迄
も

な
い
で
あ
ら
ぅ
o

ぉ
し
右
は
單
に
、
天
體
現
象
Q

I
に
八
年Q

獲

醫

を

持

つ

も

の

が
あ
る
と
い
ふ
證
明
で
し
か
な
い
。

ム
丨
ア
が
^
,
む
る
も
の 

は
地
球
上
の
氣
象
現
象
の
、
延
い
て
農
作
物
P
背
後
に
橫
は
美
體
的
現
象
で
あ
る
か
ら
、
右
の
金
屋
相
合
の
週
期
が
時
間
的
に
氣
象

週
期
と
略
々
一
致
す
る
事
が
證
明
さ
れ
ね
せ
な
ら
ぬ
。
ム
ー
ァ
は
斯
く
て
一
七
六
〇
年
よ
り一

九

一

叫
年
に
及
ぶ
長
期
間
の
英
國
に
於 

け
る
作
物
統
計
に
現
は
れ
た
八
年
週
期
を
金
患
相
合
週
期
に
比
較
し
た
結
染
、
作
物
の
週
期
は
僅
少
の「

時
の
遲
れJ

を
以
て
金
患
相
合 

週
期
に
追
隨
し
來
つ
た
事
を
_
認
し
た
の
で
あ
る
。
金
患
の
作
用
が
氣
象
を
通
じ
て
作
物
に
及
ぶ
も
の
と
す
れ
ば
*
.如
上
の「
_
の

遲 

れJ

の
存
柱
す
べ
き
は
當
然
で
あ
つ
て
、
ム_

1
ア
の
所
說
に
■取
つ
て
極
め
て
有
利
な
る
を
認
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。

'
ム
1

T

Q自
.ら
に
提
出
せ
る
第1

問
、
郎
ち「

觀
察
さ
れ
た
氣
象
循
環
と
同
時
的
な
、
八
年
を
週
期
と
す
る
或
る
宇
笛
的
循
環
が
#
在 

す
る
か
否
か」

は
右
に
よ
づ
て
解
決
さ
れ
た
と
し
て
、
次
に
そ
の
第一

一
問「

そ
の
宇
帘
的
循
環
は
、
；觀
察
さ
れ
た
氣
象
現
象
を
發
坐
せ
し 

め
得
る
が
如
き
、
同
時
的
に
變
化
す
る
力
を
伴
ふ
や
否
や」

，に
答
ふ
る
事
は
非
常
な
難
事
で
あ
る
。
蕺
し
こ
れ
に
關
す
る
詳
細
は
現
代 

の
.天
文
學
そ
の
他
の
自
然
科
學
に
於
て
す
ら
未
解
決
の
狀
態
に
在
る
か
ら
で
あ
る
。
故
に
ム
ー
ア
の
答
ふ
る
と
こ
ろ
は—

素
よ
り
自 

然
科
學
の
背
景
を
持
つ
と
は
い
へ——

な
ぼ
多
分
の
憶
測
を
含
む
事
を
否
定
し
難
い
の
で
あ
る
。

金
厘
.の
如
何
な
る
要
素
又
は
現
象
が
地
球
上
の
現
象
に
關
聯
を
有
す
る
か
に
就
て
ム
ー
ァ
は
ニ
つ
か
の
可
能
的
假
設
を
揭
げ
て
ゐ 

る
。
第

一

は
金
患
の
自
轉
の
特
異
性
で
あ
り
、
第
二
は
そ
の
電
氣
及
び
磁
氣
の
作
用
で
あ
る
。

.

,
金
鐵
の
自
轉
週
期
に
就
て
は
久
し
く
知
ら
る
、
と
こ
ろ
が
な
か
つ
た
が
、
一
八
九
〇
年
ス
キ
ャ
バ
レ
リ
ハ
g

s噶

|

吣)

は
斑
點
の
觀 

测
か
ら
ニ
ニ
.五
日
"
即
ち
公
轉
週
期
に
等
し
.と
斷
定
す
る
に
至
つ
た
？
こ
の
翦
は
後
に
ロ
ー

ゥ

H

ル
觀
测
所
に
よ

つ
て
も
確
認
さ
れ
たo

 

こ
.の
自
轉
週
期
が
公
轉
週
期
と
等
し
い
と
，い
ふ
事
は
、
金
患
の
同一

半
面
が
常
に
太
陽
に
面
し
、
他
の
同
一
半
面
は
常
に
太
陽
輻
射
か 

ら
遮
斷
さ
れ
，て
ゐ
る
と
い
ふ
事
で
、
そ
の
當
然
の
結
果
と
し
て
、1.

面
の
温
度
は
.甚
だ
高
く
、
他
面
の
そ
れ
は
茜
だ
低
い
笹
で
あ
る
。

天
體
的
景
氣
.理
論
の
ニ
つ
.の
.菡
型
. 

ニ

五

(

八
1

S



天
體
的
景
氣
理
論
の
ニ
っ
の
基
型 

J

l

C

八

二

、
ノ

「

金
患
が
、
.太
陽
.の
周
園
を
.旋
囘
す
る
と
同
1
.の
：時
間
で
自
轉
す
る
事
實
は
、
：

.

，地
球
上
の
_
推
か
ら
、
吾
人
の
盥
像
だ
に
な
し
得
ょ 

い
現
象
を
坐
ず
.る
に
相
違
な
い
。

一

半
面
は
無
限
の
時
代
に
苴
つ
て
灼
熱
さ
れ
、
他
の
半
面
は
永
劫
の
樹
に
冷
却
さ
れ
、
而
も
兩
面
共 

に
今
な
ほ
'空
氣
に
包
ま
れ
て
ゐ
る
か
ら
、
寒
冷
耐
ょ
り
灼
熱
面
に
向
つ
て
强
大
な
迅
風
が
吹
き
荒
ん
で
ゐ
る
で
あ
ら
ぅ
。

•
.
.

，斯
か
る 

强
風
は
そ
の
.人
り
來
る
や
r&
i
表
を
吹
き
掃
ひ
*
進
む
に
從
つ
て
上
畀
す
る
。
そ
の
侵
入
の
狀
態
が
、
た
と
へ
遙
か
な
地
球
の
上
か
ら
識 

別
さ
れ
て
も
不
思
議
で
.は
な
い」(

註〕

o 

(

!£) 

P* 101

:金
猶
€
.
.
自
轉
週
期
が
事
實
そ
の
公
轉
週
期
に
等
-し
い
な
ら
.ば
、
右
は
素
ょ
り
あ
り
得
べ
き
事
で
あ
.ら
ぅ
。
然
る
に
ス
キ
ア
バ
レ
リ
が 

觀
汛
の
根
據
と
し
た
金
塑
斑
點
な
る
も
の
は
、
必
ず
し
も
今
：！1の
學
界
に
於
て
是
認
さ
れ
て
は
ゐ
な
い
の
で
あ
る
0
そ
^
は

「

幻

覺

で

 

あ
る
か
、
或
ひ
は
雲
®
屮
に
起
る
光
學
的
曲
折
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
：
：
ベ&

ポ
ル
ス
キ
ー
が
一
九
〇
〇
年
か
ら
一
九
一
一
年
こ 

r
つ
ォ
ト
，•

フ
ラ
ー
效
果
に
依
る
分
光
器
的
_
轉
？S
.
Hで
は
三
十
/1
*
時
.間
と
あ
る
：

：

要
す
る
に
金
產
.の
自
轉
問
題
は
始
ど
^

^

^

»
 

狀
態
に
在
る」

の
：.で
1

8)

0
併
し
假
令
ス
中
ア
バ
レ
リ
の
說
が
正
し
い
と
し
て
も
、
金
讓
面
に
吹
き
荒
ぶ
量
そ
の
も
の
が
、
四 

千
萬
軒
を
距
つ
地
球
に
直
接
の
影
響
を
與
.へ
る
と
は
考
へ
ら
れ
な
い
？
ム
ー
ア
自
身
も
こ
の
自
轉
週
期
の
問
題
X
つ
い
て
は
#

u 9 
0

 

心
は
衆
し
て
ゐ
な
い
o 

. 

:

(
S
S
)

關
ロ
、
同
上
'.

一
七
八
-
九
頁

斯
く
て
金

-M
(D
iu
.-J
;
*•■
^
及
授
す
影
響
は
-^
然
そ
め
電
穿
及
び
猶
氣
の
性
質
忙
基
く
と
見
ね
仗
な
ち
ぬ
。
蓋
し「

凡
ゆ
る
恒
逛
、
及
び

-^

ら
く
凡
ゆ
る
惑
湿
は
、
地
球
と
同
じ
く
織
.氣
體
で
あ
り
、
：
：
地
球
、
そ
の
他
の
惑
星
及
び
太
陽
の
間
に
は
、
引
力
以
外
に
ゝ
更
に
或 

る
電
氣
性
を
帶
び
た
細
帶
が
あ
り
、
電
氣
及
び
織
氣
の
作
用
に
感
應
す
る
宇
笛
的
力
が
傳
達
さ
れ
る
の
で
あ
る」

S〕

。
然
ら
ば
い
ま
問 

題
た
る
金
思
は
果
し
て
磁
場
で
あ
ら
ぅ
乎
。
ム
ー
ア
の
.引
用
す
る
幾
多
の
科
學
的
成
果
は
こ
れ
に
肯
定
的
證
明
を
與
ふ
る
が
如
く
で
あ 

る
。.(

訪〕

ff
i
pJT
I
H
-<p
3
0)
名 heaves, f>. 

70. 

cited J.n M
oore, ibid.

*d
.121

即
ち
第1

の
例
證
と
し
て
は
、
金
星
が
太
陽
に
接
近
す
る
に
つ
れ
て
太
陽
の
コ
ロ
ナ
に
變
化
を
生
ず
る
事
實
が
擧
げ
ら
れ
る
。
日
食 

の
際
に
太
陽
の
周
圍
に
鮮
明
に
認
め
ら
れ
る
眞
珠
色
の
光
芒
即
ち
コa

ナ
の
眞
相
は
今
な
.ほ
學
界
の
謎
と
さ
れ
.て
ゐ
る
が
、
多
數
擧
者 

の
想
像
に
ょ
れ
ば
、
恐
ら
く
は
太
陽
大
氣
の
微
粒
子
が
光
腿
の
爲
に
放
出
さ
れ
て
周
圍
に
漂
0,
て
ゐ
る
も
の
ら
し
く
、
そ
の
微
粒
子
は 

原
子
や
分
子
の
如
き
取
な
る
細
粒
に
非
ず
し
て
恐
ら
く
は
自
由
電
子
で
あ
ら
ぅ(

註)

。

课
し
て
然
ら
ば
、
金
星
の
接
近
が
コ
口
ナ
に
變 

化
を
坐
ぜ
し
む
る
の
蕻
實
は
、
金
星
自
身
が
一
ヶ
の
磁
場
た
る
證
據
で
あ
っ
て
、
從
っ
て
金
星
の
地
球
に
及
ぼ
す
影
響
が
電
磁
性
作
用 

に
基
く
と
の
假
設
は
、
有
力
な
科
學
的
支
持
を
受
け
る
事
に
な
る
の
で
あ
る
o 

(

註)

關
ロ
、
同
上
、
八
凹—

九
頁

.金
星
が
磁
場
た
る
第
二
の
例
證
と
し
て
は
、
金
星
が
彗
屋
に
及
ぼ
す
影
響
を
擧
げ
る
事
が
出
來
る
。
测
る
可
ら
ざ
る
宏
大
な
楕
圓
、 

抛
物
線
又
は
雙
曲
線
の
軌
道
を
描
き
乍
ら
朦
朧
た
る
尾
を
引
い
て
蒼
穹
を
疾
走
す
る
宇
宙
の
漂
浪
者
_
星
は
、
金
星
に
近
づ
く
と
共
に
、 

そ
の
光
芒
の
尾
は
恰
も
切
斷
さ
，れ
た
が
如
く
俄
か
に
短
縮
す
る
事
實
が
あ
る
。
馨
星
の
本
質
に
就
て
は
殆
ど
何
事
も
.確
定
的
に
.は
知
ら 

天
體
的
景
氣
理
論
の
二
っ
の
基
型
，

■ 

ニ

七

(

八
一
七
.

〕



、
•天

體

的

骨

氣

理

論

の

ニ

つ

の

菡

型

’

ニ

八

、八

I

八
ノ

.れ
て
居
I

が
、
大
さ
は
地
球
S

倍
乃
至
十
數
倍
に
達
し
乍
ら
、
.

1
は
萬
分
の
一
に
過
I

、
從
つ
.て
密
度
は
空
氣
の
數
十
乃
至 

I

の一

に
過
ぎ
ざ
る
謙
？

あ
る
。
そ
の
尾
が
.常
に
太
陽
の
反
對
側
S

か
れ
て
.；，
る
事
實
は
、

.
ア

レ

ニ
ゥ
ス(

I

I

)

及 

び
：シ
,
I

ッ
シ
.ル
ト(

S

I

I

C

I等
に
i
.つ
：て
、
太
陽
篇
腿
力
の
作
用
基
く
と
說
？

れ
て
ゐ

る
。

即

ち

、

光

越

の

作

 

用
i

 

w

i

t陰
I

粒
子
I

f

れ
、
董

周

圍

完

斯

中

に

て

I

さ
れ
て
瓦
斯
美

S

I

I

を
構
成
す
る 

と
1

蒼

。
共
他
の
有
力
な
說
と
し
て
は
、
董

墓

馨

に

ょ

つ

て

帶

裏

子

の
疾

走

す

I

起

る

陰

極

的

f

類 

現
象
で
あ
る
直

f

の
I

る
。
何
れ
E

て
4

星
.s

i

l

fの
で
、
.從
つ
5

場
又
磁
|

に
接

近

す

れ

尤

介
等
ヵ
の
變
化
を
生
I

事

篇

へ

な

い

？

I

.。
故

鐘

I

t

i

.近

.す

る

際

に

そ

の

最

形

狀

が

急
激
に
變
化
す
る
事

實

 

こ
れ
は一

九一

〇
年
の
ハ
リ
丨
董
出
現
の
際
に
特
に
明
瞭
に
I

さ
れ
たー

は

、
.金
星
の
電
磁
性
I

語
る
一
例
證
た
f
 

あ
ら
ラ

-
S
?

董

Q

出
現
は
、
單
に
右Q

事
實
の
み
な
ら
ず
、
更
S

多Q

未
知Q

問

題

に

解

決

の

端

緖

を

與

.
へ

た

點
に
於

J
u
r

ー

醫

譽

持

つ

i

l

例

へ

ば

は

、右

董

I

鐘

f

き
强
大
な

管

、
そ
れ

I

大
氣
中
の
ィ

i

i

增

f

事
、

f

Q

ィ

オ

ン

養

鐘

表

面

の

層

の

形

成

及

1

(
1

)

は

、
y

董

證

I

I

署

、
囊

量

の

水

"

，

?
系

f

艮

め

た
力
こ
れ
は

多
置
の
ィ
才
ン
、
特
に

陰
性
ィ
オ
.ンの
存

童

_

き
す
る
も
の
で

f

o

か

X
る
事

f
 

地
球
の
氣
象
は
、
近
接
天

體

の

屢
狀
態
に
ょ
つ
て
影
響
さ
れ
る
事
を
意
味
す

る

の

で

あ
る
。

果
て
タ

t

参

4
ば
金
星
力
八

年
‘每
に
対
到
に
接
近
す
る
事
實
か
ら
し
て
、
童
の
及
ぼ
す
電
磁
的
作
用
が
直
接
に
、
八
印
の

の
で
あ
ら
う 

て
"

週
期
を
以
て
地
球
表
商
の
氣
象
を
變
化
せ
し
め
る
で
あ
ら
う
事
.は
必
ず
し
も
不
合
现
な
推
測
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
併
し
若
し
右
の
解 

釋
を
•以
て
し
て
未
だ
不
充
分
と
す
る
な
ら
ば
、
右
に
加
ふ
る
に
更
に
金
m
の
地
球
に
及
ぼ
す
間
接
的
作
用
を
擧
げ
る
事
も
闲
難
で
は
な 

い
。
即
ち
金
歷
の
地
球
へ
の
接
近
は
、
太
陽
よ
り
地
球
に
達
す
る
輻
射
に
^

的̂
影
響
を
與
へ
、
こ
の
輻
射
の
變
化
が
地
上
の
氣
象
を 

動
か
す
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
地
上
の
一
大
神
秘
現
象
た
る
北
極
光
は
、

一
般
に
太
陽
よ
り
放
射
さ
れ
る
陰
極
光
線
の
作
用
と
認
め
ら 

れ
る
。
斯
か
る
光
線
は
磁
力
に
よ
っ
て
屈
折
す
る
性
質
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
金
星
が
地
球
と
太
陽
と
の
中
間
に
進
み
來
っ
て
太
陽
福 

射
を
遮
斷
す
る
場
合
に
は
、
地
.上
の
電
氣
現
象
は
著
し
く
影
響
さ
^
る
皆
で
あ
る
。

如
上
の
事
實
乃
至
科
擧
的
假
設
は
、
何
れ
も
ム
ー
ア
の
命
題
に
有
利
な
る
も
の
で
あ
る
が
、
特
に
彼
の
自
信
を
强
め
た
も
の
は
佛
蘭 

西
の
一
天
文
學
證
ノ
ド
ン
の「

天
體
氣
象
論」

(
N
o
d
o
n
-
E
s
s
a
i

ら
>
モ

。
&
蒞
。パ。茗

^

J
VO
2
2)

で
あ
る
。
實
に
該
書
の
次
の一

節
こ 

そ
、
ム

ー
ア
の「

發
坐
的
經
濟
循
環
論」

の
最
終
結
語
を
爲
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。「

旣
に
檢
討
せ
る
如
上
の
幾
多
の
.表
の
比
較
硏
究 

は
、
地
球
の
各
地
點
に
於
て
太
陽
障
碍
、
大
氣
の
大
德
亂
、
電
氣
及
磁
氣
，の
障
碍
、

一
般
的
氣
腿
低
下
、
地
震
、
風
の
方
向
、降
雨
量
*

晴
曇
、
の
間
に
密
接
な
關
聯
の
存
す
る
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
他
方
吾
人
の
注
意
は
、
太
陽
に
對
す
る
內
惑
虽
の

-

-

-

-̂

中

、

他

球

と

金
晶
の「

太
陽
を
中
心
と
せ
る
.象
限
矩
の
間
に
於
け
る

-
相
對
的
位
置
の
依
存
的
作
用
に
惹
か
れ
る
。
こ
れ
ら
作
用
は
、
湖
望
期
に
增

大
す
る
が
如
く
で
：あ
る
。
要
す
る
に
、
太
陽
を
中
心
と
せ
る
象
限
矩
+

0

?の
合
力
、
太
陽
の
活
動
中
心
の
.數
、
颶
風
、
您
氣
壓
の
波 

動
及
び
地
震
:0
間
に
は
不
思
議
な
合
致
が
存
在
す
る
と
思
は
れ
る
0
こ
の
合
致
は
偶
然
な
の
で
あ
ら
う
か
、
そ
れ
と
も
因
果
關
係
の
結 

银
な
の
で
あ
ら
う
か」

.
■

天
體
的
景
.M
理
論
の
二
っ
の
基
型 

ニ

九

■

(

八

】

九

)



天
體
的
景
氣
理
論
の
二
っ
の
基
型 

•

三

〇

•
(

八
二 

o)

.

■

.
 

(

ニ)

天
體
的
景
氣
理
論
の
第
二
恶
型 

.
景
氣
猸

S
:
鬵

的

原

：因

が

太

陽

黑

點

に

f

と
な
す》

キ
ヴ
ォ
ン
ス
_の
.大
膽
な
學
說
は
、
.素
よ
り
多
方

S

注
意
を
喚
起
し
た
と 

.
は
い
へ
ノ
旣
に
述
べ
た
幾
多Q

疑
問
に
よ
っ
て

-:1

般
學
探
の
承
認
を
得
る
に
至
ら
な
か
っ
た
。
併
し
其
後
に
於

I

天
體
物
理
學
の

異
常
な
：發
展
は
、
‘寧
ろ
ジ
キ
ヴ
ォ
ン
ス
學
說
を
裏
I

す
る
傾
|

生
じ
、
從
つ
て
幾
多
の
形
態
に
.於
て
そ

の

復

活

が

企
て
ら
れ
た

の
 

で
あ
る
®

そ
の
試
み
i
し
て
第一

に
ジ
ヱ
ヴ
ォ
ンK

Q

子
息
T

T

I

 

H

fン
ス
を
擧
げ
ね
ば
な
る
ま
い
。
彼
は「

太
陽
熱
と
讓
活 

動」
T
h
e

 

s
!

 

H
e
a
t

 and 
Trade Activity, 

1
9
1
0

に
於
て
父
ジH

ヴ
ォ
ン
ス
の
說
を
檢
討
し
、
こ
れ
が
鐘
を
企
て
た
。
彼
に

從

.へ
ば
、
食
の
霧
收
獲
は
三
年
半
の
週
期
を
示
し
、
こ
の
週
期
は
太
陽
活
動
及
び
氣
爾
の
そ
れ
と
一
致
す
る
。
而
も
彼
に
從

へ
ば
、

景
氣
の
様
相
は
七
年
又
は
十
年
半
の
期
間
を
置
い
て
證
さ
れ
る
の
で
.あ
っ
て
、
こ
れ
接
し
く
前
記
の
I

P

I

S
當
す
る
。

即
ちI

一
囘
乃
至
'三
囘
の
太
還
期
、
延
い
て
收
麗
期
が
相
成
っ
て
一
ヶQ

景
氣
循
環
を
形
成
す
る
と
い
ふ
結
論
に
到
達
す
る
。
同
じ

斯
戟
ヵ
數
间
繰
返
へ
さ
れ
る
事
に
よ
つ
て
始
め
て
或
る
結
果
が
發
生
す
る
と
見
る
の
は
、
蓋
し
合
理
的
な
解
釋
2

1

。
併
し
彼
の

霞

.は
、
父
ジ

-
ボ
ン
ス
に
於
け
る
嚴
格
な
る
通
性
を
寧
ろ
霊
す
f

Q
で
\
學
說
と
し
てQ

威
力
は
著
し
く
減
f

れ
ざ
る
を

得
な
い
の
で
あ
る
。
_

彼
の
證
明
も
.、
決
し
て
充
分
な
る
根
據
に
立
っ
と
は
言
へ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
材
料
の
不
備
と
統
計
技
術 

の
素
朴
さ
は
父
の
場
合
に
於
け
る
と
大
差
は
無
い
の
で
あ
る
o

:

.以
上
述
べ
た
諸
說
は
孰
れ
も
太
陽
乃
至
其
の
他
の
天
體
の
活
動
が
、
氣
象
狀
態
の
變
化
を
仲
介
と
し
、
地
球
上
に
於
け
る
植
物
の
式

育
渺
ち
農
業
を
通
じ
て
經
濟
坐
活
の
波
動
的
運
動
を
招
來
せ
し
办
る
と
說
く
も
ひ
で
あ
る
が
、
#-
し

斯

か

る

天

體

及

び

氣

象

(?
>

影

響

は 

單
に
.植
物
の
上
に
の
み
及
ぼ
さ
れ
る
喾
は
な
い
。
植
物
の
上
に
及
ぼ
さ
れ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
が
動
物
の
*
特
に
人
間
の
上
に
も
及
ぼ
さ 

れ
る
と
見
る
の
は
蓋
し
合
理
的
で
あ
ら
ぅ
o
斯
く
て
自
然
の
現
象
が
人
間
の
肉
體
乃
至
精
神
に
及
ぼ
す
週
期
的
影
響
か
ら
、
經
濟
活
動 

な
る
人
間
行
爲
の
週
期
性
を
論
ぜ
ん
と
す
る
學
者
の
出
ず
る
に
至
つ
た
も
、
何
等
怪
し
.む
に
足
り
な
い
：の
で
あ
る
o
私
が
敢
へ
て
天
體 

的
景
氣
理
論
の
第
ニ
蕋
型
と
名
づ
く
る
も
の
ば
、
羅
竟
こ
の
種
の
見
解
に
立
つ
理
論
體
系
に
外
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

(

A)

先
ず
第一

に
ハ
ン
テ
ィ
ン
トx

K
d
n
t
i
n
g
t
o
n
)

の
所
謂
健
康
說
な
る
も
の
を
擧
げ
ぅ
る
。
こ
れ
は
嚴
密
に
言
へ
ば
、
矢
張
り 

心
'理
說
の
一
類
型
と
見
做
さ
る
可
き
も
の
で
、
唯
だ
、
太
陽
活
動
の
人
間
に
與
へ
る
直
接
の
影
響
は
、
人
間
の
健
康
を
通
じ
て
精
神
狀 

態
の
變
化
に
表
明
さ
れ
る
と
說
く
の
で
あ
る
o
'彼
の
硏
究
は
そ
のWorld.Fovver and 

Evolution
、
1
9
2
0

に
般
開
さ
れ
て
ゐ
る
。 

こ
.の
種
の
他
の
硏
究
と
同
様
、
彼
も
亦
幾
多
の
紘
訐
的
事
實
に
立
脚
ず
る
も
の
で
は
f

が
、
併
し
結
論
的
部
分
の
：其
齒
を
爲
す
相
關 

々
係
の
算
出
は
多
分
の
疑
問
を
含
む
の
で
あ
る
。
彼
は
健
康
と
各
種
統
計
系
列
と
の
間
に
、
幾
何
の
ラ
グ
を
置
い
た
場
合
に
、
最
大
の 

相
關
係
數
が
求
め
ら
れ
る
か
を
、
極
め
て
素
朴
的
に
計
算
し
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
結
果
を
表
示
す
れ
ば
略
々
次
の
如
く
で
あ
る
。 

健
康
と
精
神
作
用
と
の
間
.：
：……

ニ
ケ
年

•

健
康
と
授
業
出
席
率
と
の
間
.

.

.

.

.

.

.

一
ケ
年

健
康
と
紐
育
手
形
交
換
高
と
の
間

.

.
三
ケ
年

健
康
と
'

1

般
商
況
と
.の
，間

.

.
四
ケ
平

天
.體

的

景

氣

现

論

の

1
3の
蕺
型
 

三

一

(

八|

ニ

〕



屢

言

 

§

一一

)

健
康
と
來
住
と
の
間• 
： 
： 

：

. ： 
：
—

K -
ヶ
年 

右
の
表
は
一
見
恰
も
健
康
狀
態
の
可
否
が
各
靈
象
.の
原
因
な
る
か
の
如
き
印
象
を
與
へ
る
o
囊

ハ
ン
テ
J

ト
ン
自
身
斯
く
信 

じ
た
？
 

I

が
、
併
し
こ
れ
に
は
直
ち
に
次Q

疑
問
I

出
し
得
る
で
あ
ら
う
。
第
一
に
、
篇

な

f

Q
.が
果
し
て

S

的
に
適 

確
に
把
捉
し
得
る
I

や
と
い
ふ
事
|

る
。
徵
兵
檢
f

Q
纏

似

Q

實

地

調

琵

よ
れ
ば
.
勿
論
あ
る
程
度Q

羅

i

以
て
斷 

定
し
得
4

1

う
。
併
し
5

る
實
地
調
f

、
如
何
な
る
國
.に
於
て
も
、
僅

銮

國

民

心
一
小
部
分
に
：つ5

て
行
ひ
う
る
に
過
ぎ 

な
い
の
で
あ
つ
て 

'一
國
民
全
部
の
篇
狀
態
は
直
接
.に
測
定
し
得
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
上
記
の
、
篇
と
授
業
出
席
率
と
の
關

係
を
求
む
I

I

ば
、
I

I

Q
篇

麗

£

脚
し
て
霊
へ
な
い
が
、
併
し
例
へ
ば
I

手
_

換
|

I

f
求
め
ん

と
す
る
場
合
に
は
學
校
兒
窟
の
健
康
を
以
て
し
て
は
意
味
が
な
い
で
あ
ら
う
。

ハ
ン
テ
ィ
ン
ト
ンQ

言

ふ

簾

狀
態
な
る
，̂

の
は
實

は
死
亡
I

I
に
し
た
も
运
外
な
ら
な
い
Q

I
つ
て
、
多
少
と
i
 
ロ
統
計
に
つ
い
て
知

f

る
人
々

に
取
つ
て
は
、
そ
の
不
合

理
I

事
は
容
易
I

摘
出
來
や
う
。
即
ち
假
り
に
死
亡
率
の
大
小
が
篇
の
尺
度
だ
と
し
て
も
、
死
亡
率
な
る
も
の
は
、
.單
に
國
爱

の
健
康
狀
態
に
よ
つ
て
の
み
な
ら
ず
、
同

時

暴

し

い

麗

に

於

て

、
そ
の
合
鞲
成
に
よ
つ
て
も
左
右
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
假
令
ー

國
を
採
つ
I

合
で
も
、
そQ

人
口
構
成
は
f

共
に
不
斷
に
變
化
し
つ
i

る
か
ら
、

死
亡
率
I

に

し

た

き

ろ

'
 
決
し
て
健 

康
程
度
を
於
映
し
#'
る
®
は
な
い
の
で
あ
る
。

第
二
の
凝
問
點
は
、
彼
の
如
く
隨
意Q

ラ
グ
を
置
い
て
求
め
た
相
關
係
數
に
果
し
て
信
を
置
け
る
か
ど
う
か
と
い
ふ
事
で
あ
る
。

こ

の
事
は
旣
に
ソa

キ
ン(Sorokin)

の
指
摘
し
た
通
りr

問
題
の
必
要
に
應
じ
て
伸
縮
す
る
が
如
き
彈
カ
的
ラ

.グ
を
陡
用
ず
れ
ば
、
相
關 

々
係
の
#
在
せ
ざ
る
も
の
に
つ
い
て
も
そ
の
存
在
を
主
張
し
得
る」

の
で
あ
っ
て(

註)

、

ラ
グ
の
置
き
方
如
何
に
ょ
つ
て
は
*
ハ
ン
テ
ィ 

ン
ト
ン
の
結
論
と
芷
反
對
の
結
論
、
即
ち
健
康
程
度
は
如
上
の
幾
多
系
列(

精
神
作
用
•
.出
席
率
、
商
況
等)

の
結
果
だ
と
も
斷
定
出
來 

る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
私
け
•問
題
を
直
ち
に
マ
タ
0
シ
ャ
フ
ナ
ー
說
に
移
さ
ぅ
と
思
ふ
。

(

註)
sorokinlContemporary 

sociological 

Theories, 

p. 127. 

cif. in 

G
r
a
d
a
-
M
a
t
a
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Solar 
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Econ. 
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J. 

E. 
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i
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•

(

B)

マ
タ
？
ン
ャ
フ
ナ
ー
が
ジH

ヴ
ォ
ン
ス
及
び
ム
ー
ア
の
說
を
改
め
ん
と
し
た
理
由
は
略
々
次
の
如
く
で
あ
る
。

第
一
に
、
ジ
工 

ヴ
ォ
ン
ス
說
は
充
分
の
天
體
知
識
及
び
統
計
資
料
に
立
脚
せ
ざ
る
も
の
で
、
多
分
の
憶
測
に
終
始
し
て
居
る
こ
と
、
第
二
に
ム
ー
ア
說 

は
凡
て
嚴
密
な
週
期
性
の
假
宛
に
立
脚
す
る
が
、
か
、
る
週
糾
性
は
ム
ー
ア
の
指
す
天
體
系
列
に
っ
い
て
は
兎
に
角
、
經
濟
系
列
に
っ 

い
て
ば
楚
認
し
難
い
こ
と
、
並
び
に
眞
原
因
は
依
然
と
し
て
ジh

ヴ
ォ
ン
ス
の
言
ふ
太
陽
活
動
に
在
る
こ
と
综
で
あ
るo

そ
し
て
雨
者
.
 

に
對
す
る
共
通
の
缺
陷
は
、
少
く
も
マ
タ
*
シ
ャ
フ
ナ
ー
に
從
へ
ば
、太
陽
活
動
と
作
物
變
動
と
の
相
關
々
係
と
い
ふ
事
で
あ
る
。

ジ
ェ
ヴ
ォ
ン
ス
の
言
ふ
太
陽
黑
點
週
期
と
は
單
な
る
箅
術
平
均
の
結
梁
に
外
な
ら
ず
、
ま
た
經
濟
週
期
も
恐
慌
と
恐
慌
と
の
間
の
平 

均
期
咄
に
.過
ぎ
ぬ
事
は
旣
に
述
ベ
た
.0
週
助
の
豫
め
與
へ
ら
れ
ざ
る
系
列
に
っ
い
て
週
期
を
#
出
す
る
に
は
、
ム
ー
ア
の
如
く
べ
リ
オ 

ド
グ
ラ
ム
を
採
用
す
れ
ば
良
い
の
で
あ
る
が
*
そ
れ
す
ら
、
若
し
眞
に
週
期
の
存
し
な
い
場
合
に
は
3
何
等
の
効
果
も
な
い
。
、
マ
タ
•

シ
セ
フ
ナ
ー
は
最
初
か
ら
嚴
密
な
週
期
性
の
存
在
に
疑
念
を
挾
む
の
で
あ
る
か
ら
、
右
の
方
法
は
當
然
.不
適
當
と
な
る
？
撕
く
て「

恐 

天
體
的
景
氣
现
論
の
l
i
oの
®
型 

三

三

(

八
1
.
1
1
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天
體
的
景
氣
理
論
の
二
つ
の
甚
塑

H
四

(

八

§

ら
く
最
良
の
方
法
は
、
太

置
I

:

は
他
の
太
屢
象
の
時
系
列
を
、同
期
間
內
の
經
濟
活
動
の
時
系
列
I

聯
せ
し
め
る
奪
あ
る
し 

S

一)

。
彼
等
の
使
用
し
た
材
料
は
、
太
陽
系
列
に
つ
い
て
は
、
グ
？

f

塞

コ
ダ
す
ヵ
ナ
ル
觀
测
所
.
i

f

觀
測
馨
で 

あ
り
、
經
濟
系
列
に
つ
い
て
は
。ハ
1
ソ

ン
ス
の
作
製
せ
る
收

獲
|

及
びH

業
製
品
の
S

で

あ

る。
こ
れ
ら
の
林
料
に
つ

き

、
マ

コ 

I

V

人
客
S

I

)

の
示
唆
I

い
た
次
の
加
重
七
•項
移
擊
均
を
適
用
し
、
以
て
そ
の
平
滑
化
を
S

た
の
で
あ
る
。

ゴ
ー 

a
+
3
b

 
十 
5
c
+
6
d
+
5
e
-f
3
f
4-
g—

太

置

I

積

系

列

と

平

滑

化
さ
れ
た
農
漣
物

1
獲
高
系

列

とQ

比

較

の

結

采

は

爾

者

&

む

1何
等

Q

i
々

係

な

き

と

I
 

め

て

明

瞭

で

、
相

關

係

數

I

出

す

る

必

要

を

認

め

な

い」

§

)

。
然

る

に

パ

丨
ソ
ン
ス
の

工
業
製
品

簾
と
比
較
す
れ
ば「

驚
く
ベ 

き

結

果」

を

示

す

の

で

あ

つ

て

、
兩

系

列

共

に

約一 

一
•
ニ

年

の

間

隔

を

置

い

で

、

一

八

七

六

年

か

ら

一

九

三
—|

年

ま

で

に

五

ケ

の

證
 

を

表

は

し
て

ゐ
る

。

こ
の
場
合
、

兩

者

間

の

ラ

グ

i

一
一
年
で
I

。「

最

高

の

相

關

を

來

す

爲

に

斯

か

る

長

期

の

ラ

グ

を

必

要

と
す

る
 

事

は

、

S

關

係Q

■

を

證

明

す

f

い

ふ

ょ

り

は

寧

ろ

そQ

關

係

が

偶

然

的

な

證
據
と

も

思

へ

た

が

、

併
し
五
つQ

太

陽

盾

環Q

 

各

々

異

る

長

さ

が

、

そ

れ

に

塞

す

る

經

濟

靈

Q

そ

れ

に

各

蟲

似

し

て

ゐ

る

事

實

t

し

て
吾

人
は

、
吾

人

の

硏

究

1

4

中 

止

す

べ

き

で

な

い

と
考

へ
ざ
る
を
得
な
か
つ
た」

(

註
三)
。

(

胜 J
〕

oarcia.Mata 

&

 

shaffner. ibid. 

p. 

9

-
 

- 

.
(
■

D
o
a
r
c
i
a
.
M
a
t
a

&>Shaffner, 

ibid. 

p
.
11

(

註
三)
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ヽ
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、
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天
體
的
景
縁
理
論
の
二
つ
の
基
型 

三

ウ

(

八

ニ
-*
-.、
ノ 

斯
く
て
彼
等
は
太
陽
黑
點
の
外
に
そ
の
光
點(

F
a
s
l
a
e
)

を
、
收
獲
及
び
工
業
製
品
指
數
の
外
に
鑛
業
指
數
を
も
比
較
し
、
種
々
な 

る
計
算
の
結
艰
、
前
の
.第
四
阖
に
示
さ
れ
る
相
'互
關
係
を
得
た
の
で
あ
る
。

も
し
斯
く
の
如
く
太
陽
活
動
の
作
用
は
.
農
作
物
と
關
聯
せ
ず
し
て
、H

業
又
は
鑛
業
生
產
物
に
關
聯
す
る
.と
い
ふ
事
が
事
實
と
す 

れ
ば
畢
竟
太
陽
^
動
は
直
接
に
人
間
の
經
が
活
動
に
影
響
を
與
へ
る
と
い
ふ
事
に
な
る
o
.し
か
ら
ば
、
ム
ー
ア
に
协
、て
^
か
I
ヒ
金
. 

m
の
氣
象
に
.及
ぼ
す
作
用
の
代
り
に
、
此
處
で
は
太
陽
の
人
間
活
動
に
及
ぼ
す
影
響
が
主
題
と
な
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。

自
然
科
學
は
こ
0*
.點
に
關
し
て
.も
幾
多
の
合
理
的
解
釋
を
與
へ
て
ゐ
る
が
、
マ
タ
V
シ
，.ャ
フ
ナ
ー
は
そ
の
ぅ
ち
^
に
次
の
ニ
つ
を
€ 

視
す
る
。
即
ち
第
一
に
は
太
陽
光
線
の
直
接
的
作
削
で
あ
り
、
第
二
は
電

氣

的

作

用

こ
れ
で
あ
る
。

(
1
)

太
陽
の
{
1
;
:
办
は
幾
.多
異
る
光
線
ょ
り
成
り
、
、そ
の
六
割
は
眼
に
見
え
ざ
る
紫
外
線
と
，赤
外
線
で
あ
る
が
、
こ
1
ら
不
可
..
1

6 

敍

は

、

_

し

く

そ

Q

麗

％

可
變
性
を
帶
び
、
そQ

增
減
は
®
射
全
量
そQ

も
の
ょ
り
も
大
な
る
影
響
を
及
ぼ
チ
と
考
へ
ら
れ
て
ゐ 

る(

独
じ
。

人
體
に
至
大Q

關
係
备
す
る
紫
外
線
に
つ
い
て
見
る
に
、
そ
れ
が
地
球
忐q

大
氣
に
觸
れ
て
才
ゾ
ン
を
造
り
、
こ
の 

オ
ゾ
ン
脐
は
紫
外
線
の
一
部(

ニ
九
〇
ミ
リ
ミ
ク
ロ
ン
以
下)

を
吸
收
す
る
が
た
；め
-
太
陽
活
動
の
强
弱
-即
ち
黑
點
の
多
寡
に
從
つ
て
、 

地
対
に
：■

す
る
紫
外
線Q

宴
に
變
化
を
生
ぜ
し
め
る
。
こQ

V

ソ
ン
君
如
上Q

調
節
作
用
は
極
め
£

要
な
る
意
義
を
有
す
る 

も
の
で
、
も
し
そ
れ
が
ニ
九
〇
ミ
リ
ミ
クa

ン
以
下
の
紫
外
線
を
通
過
せ
し
む
る
な
ら
ば
人
間
の
視
力
を
破
壞
す
べ
く
、
又
も
し
三
ニ 

〇
ミ
リ
ミ
ク
！！
ン
ま
？

吸
收
せ
ん
か
、
人
間
は
還
病
に
襲
は
れ
る
と
い
ふ
。
又
紫
外
線
は
、
人
間
活
動Q

根
源
た
る
ホ
ル
モ
ン
を 

坐
ぜ
し
む
る
勝

Q

化
學
的
鞲
成
を
變
化
せ
し
め
る
點
に
於
て
、
特
S

要
な
作
用
を
及
ぼ
す
とQ

說

息

る
。
こ
れ
ら
に
つ
ハ
て
よ

未
だ
多
分Q

疑
問
が
狹
ま
れ
る
が
、
併
し
太
陽
輻
射
最
に
相
當
著
し
い
變
動
が
あ
る
と
す
る
な
ら
ば——

こ
れ
は
箸
名
な
天
文
學
箸
ア 

ボ
ッ
ト
等
の
言
ふ
と
こ
ろ
で
、

マ
タ
•
シ
ャ
フ
ナ
！
は
频
々
こ
の
學
者
を
引
用
し
て
ゐ
る——

そ
れ
が
人
間
の
坐
理
又
は
精
神
の
狀
態 

に
反
映
す
る
と
見
る
の
も
理
由
が
な
く
は
な
い
。
併
し
關
ロ
博
士
の
次
の
一
節
は
、

マ
タ
•
シ
ャ
フ
ナ
ー
說
に
取
っ
て
は
決
し
て
有
利 

で
は
な
い
。
日

く「

太
陽
菸
數
が
黑
點
數
の
增
減
に
伴
っ
て
變
化
し
、
往
々

|
〇
％
近
く
も
短
週
期
の
浮
沈
を
現
は
す
と
い
ふ
事
が
ア 

ボ
ッ
ト
等
の
觀
测
で
指
摘
さ
れ
た
が
、
斯
種
の
短
週
期
變
化
は
時
代
と
共
に
測
定
の
精
確
度
の
進
む
'に
從
っ
て
著
し
く
少
く
な
っ
た
の 

を
見
る
と
、
其
は
觀
测
の
系
統
的
誤
差
に
栽
く
幻
影
的
變
化
で
あ
っ
た
も
の
と
認
め
ざ
る
を
得
な
い
の
で
、
當
今
で
は 
一
％
以
上
の
變 

化
は
實
在
し
ま
い
と
さ
れ
て
ゐ
る
。
十
一
年
週
期
の
太
陽
活
動
に
.伴
ふ
變
化
は
確
か
に
存
往
す
る
ら
し
い
が
、
之
れ
も
平
均
値
の
前
後 

一
％
を
超
ぇ
ぬ
ほ
ど
の
も
の
で
あ
る
。「

：
：
ア
ボ
ッ
ト
の
行
っ
た
一
九
ニ 

I
I二
三
年
の
觀
测
で
は
、
太
陽
常
数
の
變
化
は
主
に
紫
外 

域
の
輻
射
增
減
に
依
る
も
の
と
見
ら
れ
る
。
ベ
チ
ト
氏
は
：
：
最
初
數
平
間
は
黑
點
數
に
伴
っ
て
著
し
く
紫
外
輻
射
の
壻
減
す
る
傾
向 

を
認
め
た
が
、
こ
の
相
關
傾
向
が
其
後
中
斷
し
て
現
は
れ
な
く
な
る
な
ぞ
疑
は
し
い
點
が
多
い」

と(

註
ニ〕

。

8

C

關
ロ
、
天
腊
物
圳
學
、
二
七
頁 

(

註
ニ)

同
上 

六
◦
頁

0
1
)

太
陽
活
動
の
地
球
に
及
ぼ
す
作
用
は
、
地
球
の
磁
氣
活
動
を
通
じ
て
も
行
は
れ
る
。
こ
の
點
は
旣
に
述
べ
た
ム
ー
ア
の
金
晶 

說
に
於
て
も
最
も
虛
要
な
役
割
を
演
じ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
恐
ら
く
天
體
景
氣
論
の
屮
核
と
も
言
へ
や
ぅ
。
唯
*た
ム
ー
ア
に
あ
っ 

て
は
そ
れ
が
氣
象
變
化
の
原
因
と
見
ら
れ
、

マ
タ
.
•
シ
ャ
フ
ナ
ー
に
あ
っ
て
は
心
理
動
播
の
原
因
と
見
ら
れ
.て
ゐ
る
の
で
.あ
る
。
黑
點 

天
體
的
絷
氣
理
：論
の
二
っ
の
迤
型 

. 

三
七

(

八
ニ
七)



天
體
的
景
氣
理
論
の
二
つ
の
基
型

, 

三

八

c
y

 

ニ 
3

J

加
は

一

般
に
地
磁
農
地
球

I

の
突
發
的
變
化

)

を
招
致
す

f

の

で

、

こ

の

事

は

電

信

、

ラ

デ

オ

の

受

信

馨

に

栩

め

て

时
 

瞭

に

觀

取

さ

れ

る

。'然
る

に

人

體

は

言

ふ

？

な

く

電

證

S

護

で

あ
る
か
ら
ニ

f

の

磁

氣

活

動

の

麗

が

何
等
か
の
作

 ̂

人

間

に

與

へ

.る
と

考

へ

る

の

i

極

合

理

的

で

あ

t
o

こ

の

方

面

の

研

究

は

一

九

二

九

年

、

ノ

ベ

ル

妻

者

ア
ド
リ
ア
ン

I

て
.

醫

に

變

I

I

。
マ

す

-

子

署

誉

與

へ

產

、
モK

エ

霧

t

.

l

l .
i

塞

で

あ

ら

ぅ

彼

は

產

I

は
、
人
間Q

電
磁
氣
均
衡
を
f

す
る
事
に
ょ
つ
て
、
群
集
心
理Q

波

管

惹

起

す

f

說
い
た
の
で
あ 

る
。
8

の
科
學
實
驗
は
、
少
く
も
マ
.

1
ャ
フ
，T

に
從
へ
ば
、
右
の
假
設
を
肯
定
す
る
が
如
く
で
あ
る
。

f

に
及
ぽ
す
太
陽
I

響
が
如
I

馨

f

 

I

、
も
し
事
實
t

る
影
響
f

f

限
り
、
萬
一
何
等
I

 

技
に
ょ
H

I

Q

作
祟
變
化
し
た
と
す
れ
ば
、必
ず
そ
れ
に
伴
つ
て
人
間
I

に
或
I

樓
I

發
生
ず
べ
I

で
あ
る
。 

宰
ひ
に
し
て
太
陽
作
用
Q

t

l

變
は
、
稀
れ
に
起
る
火
山
大
爆
發
Q

S

S

め
て
明
瞭
に
現
は
れ
るQ

で
あ
る
。

近
世
史
上
に
於
け
る
激
列
|

繼
と
し
て
は
、一

八
一
筆
の
束
印
度
諸
島
の
タ
ム
ポ
ロ
山
、

一
八
八
三
年
の
ク

ラ

ヵ
ト
ア
山

、

1

九
〇
l

k

f
 

i

、「

九
三
年
？

マ
ィ
i

れ
I

る

畫

來

る

。
|

大
I

f

は
、
f

か

ら
I

多
I

®

物
I

ボ
高
く
吹
I

げ
ら
れ
、
上
f

l

に
乘
じ
て
.
時
g

全
f

l

ふ
の
で
あ
る
。
ク
ラ
ヵ
ト
ア
火
"

I

の
g

s

物

產

士

ハ

妾

豐

及

I

I

さ
れ
、•
そ

笑
I

g

l

g

高
く 
I

さ
れ
i

s

f

を

管

、丨 

一
九 
一
s

f

糧

1

§

’塵

客

十

九

造

s

i

f
な
し
た
。
他

場

t

於
て
も
、
程
度
g

は
あ
る
が
、

g

れ
も
同
種
の
結
艰
を
來
し
た
の
で
あ
る
。

是
等
の
年
に
太
陽
か
ら
地
球
面
に
達
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
は
著
し
く
減
退
す
る
か
ら
、
太
陽
的
景
氣
理
論
を
採
る
限
り
、
地
球
表
面 

に
、
こ
れ
に
依
つ
て
惹
き
起
こ
さ
れ
た
と
認
む
べ
き
何
等
か
の
證
跡
を
發
見
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
然
る
に
從
來
の
恐
慌
史
を
見
る
に
、
か 

>
る
大
爆
發
の
直
後
.即
ち
一
八
一
五—

一
六
年
•
一
八
八g

年
、
：一
九
〇
三
I
四(Rich 

M
a
ntn
p
a
n
s
、

一
 

九

一

ニ

ー

ー

三

年

は

何
 

れ
も
激
烈
な
パ
ニ
ッ
ク
の
年
に
該
當
す
るC

註

1
0
. 

.

(

訪)

.

.

Bratt.B 
仁 siness 

C
y

c
l

e
s^.Forecastingv.p.

p
.

さ
て
も
し
.こ
の
關
聯
が
因
艰
の
紐
帶
に
ょ
つ
て
結
ば
れ
て
ゐ
る
と
す
れ
ば
、
太
陽
の
人
間
に
與
ベ
る
影
響
は
極
め
て
直
接
且
つ
迅
速 

と
兒
ね
ば
な
ら
ぬ
。
斯
か
る
考
察
は
必
要
マ
タ
•
シ
ャ
フ
ナ
ー
を
驅
つ
て
-
心
理
說
に
赴
か
し
め
た
の
で
あ
る
。
心
理
說
を
代
表
す
る 

ビ
グ
ー
に
從
へ
ば
、
景
氣
變
動
は
產
業
投
資
か
ら
の
收
益
に
關
す
る
期
待(expectation)

の
變
化
に
蕋
く
が
、
か
X
る
期
待
變
化
を
發 

坐
せ
し
め
る
原
因
は
、(

一)

眞
實
的
原
因
、(

ニ)

心
理
的
原
因
、(

'三)

貨
幣
的
原
因
で
あ
る
®
 
一
 

w
c 

m
實
的
原
a
と
し
て
は
收
獲
の 

變
化
、
發
明
、
勞
蚴
.

&

議
、
趣
味
の
變
化
、
外
國
需
#
の
變
化
等
を
擧
ぐ
ベ
く
、
心
理
的
原
因
と
し
て
は
企
業
家
の
利
潤
に
對
す
る
期 

待
.に
於
け
る
樂
觀
又
は
悲
觀
の
過
誤
を
擧
げ
る
事
が
出
來
る
S

5
。

こ
の
樂
觀
又
は
悲
觀
の
過
誤
，(Errors 

of 

Optimism and 

Errors 

of'Fessimism)

な
る
概
念
こ
そ
、
ピ
グ
ー
の
尨
火
な「

產
業
變
動
論」

の
中
核
を
爲
す
も
の
で
あ
る
が
、
要
す
る
に
過
度
の
樂 

觀
と
悲
觀
は
共
.に
反
動
的
作
用
を
及
ぼ
し
、
絕
ぇ
ず
好
況
と
不
況
の
波
動
を
示
す
と
い
ふ
の
.で
あ
る
。

X
f
U

 
一〕

...pigou—
Industrial Fiuctuation, p.. 

301
.

.,

.

. 

.

(

註
二) 

ibid. pp. 40-1

天
體
的
量
氣
理
論
の
二
つ
の
甚
型 

三

九

(

八
ニ
九)



天
體
的
景
氣
现
論
の
ニ
つ
の
恶
塑

f
t
. ノ
' 

 ̂

、 

.
- 

四
0

(

八
三
〇〕

食
ヒ
丨
の
、も理

.邮
議
は
彼
の
所
謂
養
的
原
因
に
ょ
つ
て
常
に
修
正
さ
る
可
き
箸
で
あ
る
。
例
へ
ば
悲
觀
的
過
誤
は
金
利
の

f

 

.

1か
I

誉

f

乍
I

質

S

然
I

I

S

S
、'
こ

の

擎

間

S

證

霸

袁

た

。

ぞ

て

然

ら

ば

、
レ

I

l

f

 

?

講

I

置

f

 

l

i

f

蒙

i

霞

。
ラ

士

子

i

等

目
し
、
心
I

I

?

ば
太
磨
動
运
め
、
太
陽
活
動
S

化
が
羼
に
、
§
:

地
上Q

篇

I

じ
て
、
人
盟
g

的反
，， 

用
に
影
響
を
與
へ
f

の
と
解
？

る
織
つ
た
の
で
あ
る
。
即
ち
彼
等
菡
釋
I

I

籠
の
心
震
動
が
數
年
S

つ
て
存 

在
そ
れ
自
身Q

ぅ
す
に
霞
S

Q

.
次
の
樣
祁
を
生
ぜ
し
む
る
要
素
が
.準
備
さ
れ
た
と
き
.
或
ひ
は
ピ
；ク
丨
の
言
葉
を
以u

す
る
. 

な
ら
ば
好
I

頂
點
に
達
し
證
心
響
S

れ
た
と
き
、
太
陽
露Q

何
等
か
の
大
I

が
襲
來
す
I

I

、
忽

ち

群

衆

,
理
に
I

麵
の
反
動
を
矿
し
こ
の
膨
波
の
作
丹
か
悲
觀
の
心
理
波
動
を
重
.せ
し
む
る
事
に
ょ
つ
て
、
不
況
の
霜
に

U

 

と
い
ふ
の
で
あ
る
o

こ
れ
を
別
S

實
に
於
て
霞
す
る
f

、
l

は
出
生
及
び
死
忘
現
f

捉

へ

來

つ

た

。

こ
れ
ら
現
象
I

I

上

下

と

せ
る
事
は
I

I

豪

|

暴

|

、
そ
I

基

I

I

す
る
f

i

l

l

。

例
へ

l

i

s
出
生
率
S

大

鑫

ふ

ま

ふ

響

S
外
に
、
蛋

へ

ク

ス

夕

，(

H

i

o

sれ
ば
、
S

Q
鹿

S

氣
の
そ
れ 

に
先
，ィ
> 

7賽

i

る
と
1

S

て
こ
れ
を
事
實
と
す
れ
ば
、
兩
親
の
側
纏
識
裡
の
景
氣
豫
感Q

如

が

あ

る

？
 

は
な
レ
カ
とQ

推
甜
も
强
ち
一
笑
に
附
す
べ
き
もQ

で
も
あ
る
ま
い
。

マ
タ
•
シ
ャ
フ
ナ
ー
は
如
上
0
信
念
か
ら
最
後
に
、極
め
て
短
期
間
の
經
濟
變
動
と
右
期
間
の
太
陽
活
動
と
0
相
關
に
言
及
し
.て
ゐ
る
0 

例
へ
ば
一
九
ニ
九
年
の
倫
敦

及

'び
紐
育
の
株
價
指
數
と
同
年
の
.太
陽
福
射
指
數
、
並
び
に
一
九
三
ニ
年
か
ら
三
三
年
五

月

に

至

る

期

間
 

の
同
前Q

指
數
を
比
較
し
、
斯
か
る
短
期
間
に
於
て
も
如
上Q

相
關
的
關
聯
は
そQ

?

當
嵌
ま
f

結
論
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

.
(

三)

結

論

お
に
述
べ
た
所
說
は
自
然
科
學Q

觀
點
か
ら
は
勿
論Q

M

と
、
經
濟
愛
は
統
計
學Q

觀
點
か
ら
も
、
多
分
に
批
判Q

餘
地
が
あ
ら 

う

(

0

. °
こ

の

う

ち

第
一
の
自
然
科
學
的
批
判
は
暫
く
措
く
と

し

て

、

其
他
の
批
制

の

若
モ
を
擧
げ
て

見

や

う

o
.

(

話)
John H. Kirk

丨Agriculture and the Trade Cyde, 1933 pp.156...7 
參is。

,

ム
ー
ア
が
量
と
價
値
と
の
問
題
を
.^
分
に
.區
別
し
て
ゐ
な
い
事
は
、
ピ
ル
ー
に
よ
つ
て
痛
擊
さ
れ
て
ゐ
る(

柱〕o 

I收
獲
の
增
大
が
原 

料
供
給Q

增
大
な
る
形
式
に
於
て
製
造
業
を
刺
戟
す
る
と
い
ふ
ムq

1

聯Q

關
係
は
、
價
値Q

問
題y

變
形
さ
れ
-

-t

ば
、
認
め
難 

い
と
い
ふ
の
で
あ
る
。
ピ
ル
ー
に
從
へ
ば
寧
ろ
、
收
獲
の
減
少
は
作
物
の
價
値
を
高
め
る
事
に
よ
つ
て
農
民
の
購
買
力
を
增
進
せ
し
め
、 

こ
れ
が
製
造
業
の
擴
大
を
刺
戟
す
‘る
と
い
ふ
の
で
あ
つ
て
、
ム
ー
ア
と
は
甚
だ
異
つ
た
關
聯
が
存
往
す
る
事
に
な
る
。
併
し
私
は
ビ
ル 

1
の
こ
の
盼
聯
に
は
未
だ
激
服
し
難
い
點
が
あ
る
。
成
程
、
供
給
の
減
少
が
そ
の
價
値
を
高
め
る
で
あ
ら
う
事
は
認
め
ら
れ
る
が 

實
は
こ
れ
は
ム
ー
ア
自
身
が
そ
の
需
要
法
則
の
章
に
於
て
旣
に
言
明
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る_

-

そ
れ
枕
單
に
作
物
の
單
位
當
り
の
價
奴 

に
つ
い
て
當
嵌
ま
る
だ
け
で
、
總
收
獲
の
M
値
に
つ
い
て
は
先
驗
的
に
は
言
へ
な
い
の
で
あ
る
。
ピ
ル
ー
の
說
を
是
認
せ
ん
と
す
る
な 

ら
ば
、
改
め
て
廣
汎
な
統
計
的
硏
究
を
行
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。 

.
-

天
體
的
鱟
氣
理
論
の
ニ
っ
の
甚
塑 

丨

四 
一_
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i

的
景
氣
理
論
のU

っ
の
基
型 

四

ニ

 

3

1

H)

i

 

p S
3
u
—
Les n

o
u
v
l
x

 c
o
u
r
l

 de la t
h
l
e

 

f
 
§
f
 «ux. F

l
-
u
n
i
s
,

 1935, pp. 

2
1
.

統
I

s

i
か
ら
I

め
て
合
理
的

I

刺
が
行
は
れ
る
。

マ
f
 t

フ
T

說
が

_

乏
し
い
統
計
材
料
に
立
脚
し
て
ゐ 

る
こ
と
は
、
結
集

Q

書
性
を
疑
は
し
む
る
に
彥
で

t

、
そ
れ
は
單
な
る
偶
然
的
一
致
で

I

f

知
れ
な
い
。
更
に
そ
の
場
合 

の
時
系
列
取
扱
ひ
の
方
法
は
可
成
り
靡
的
で
あ
っ
て
、
特
に
こ
れ
を
批
判
す
る
必
要
は
な
い
と

思

は

れ

る

。

反
之
、
す

ァ
の
方
法

は
殆
ど
凡
ゆ
る
統
則
技
術
の
精
を
っ
く
し
た
も
の
で
、
從
っ
て
そ
の
一
々
を
吟
味
す
る
事
は
極
め
て
興
味

t

事
で
あ
る
。
併
し
セ
處

で
は
單
に
そ
の
一

つ
を
擧
げ
る
に
止
め
や
う
。

•
 

.
 

.

調
和
解
析
法
が
彼
の
凡
ゆ
る
推
論
の

_

た
る
事
は
旣
に
述
べ
た
が
、
こ
の
方
法
の
適
用
に
は
不
可
缺
の
前
提
が
あ
る
。
1

^
 

扱
は
る
べ
裏
列Q

各
f

相
互
に
翌
變
數
た
る
べ
し
と
い
ふ
奪

t

。
こ
薦
件
が
果
し
て
彼Q

場
合
に
滿
た
さ
れ
て
ゐ
る
で 

あ
ら
う
か
。
先
づ
降
雨
量
に
就
て
は
略
々
滿
た
さ
れ
て
ゐ
.る

奢

へ
や

う

p
-即
ち
或
る
年
の
降
雨
量
が
そ
の
前
年
の
降
雨
量
と
關
聯
を 

持
.

っ
と
は
考
へ
ら
れ
な
い
の
.で
あ
る
。
然
る
に
收
獲
其
他
の
經
濟
系
列
に
っ
い
て
は
、
事
情
は
全
く
異
る
。
或
年
の
.集

.量
及
び
價
格 

は
I

雾

Q

そ
れ
に
影
響
さ
れ
、
且
っ
次
年Q

そ
れ
に
影
響
を
與
へ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
全
く
獨
立
聯
て
系
列
中
に
存
在
す
る
も
の
で 

は
な
い
§

〕

！
然
ら
谣
か
る
一
し
鋈
講
靈
に
っ
い
て
調
和
解
析
法
を
施
し
た
き
ろ
で
、
眞Q

週
期
は
求
め
得
ら
れ
る
も 

の
で
は
な
い
。

t

K
の
.
.立
靈

た

る「

厳
格
な
週
期
性」

が
斯
く
始
め
か
ら
方
法
論
的

簡

に

曝

さ

れ

る

と

す

れ

ば

、

覆

の

推

論

の

 

雜
て
は
％
3し
く
)^
劍
の
も
.の
た
ら
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ら
う
0へ
駄
ニ
_ /

。
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.
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COS. 

20-

2
1
. 

,

(

■

一)

農
業
週
期
の
存
在
を
否
定
す
る
最
近
の
硏
究
と
し
てL

e
o

 

D
e
s
c
h
e
r
D
e
r
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n
d
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o
n
o
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F
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c
. 

St 1
9
3
4
V

パ
あ Noo

猶
ほ
ム
ー
ア
が
作
物
を
規
制
す
る
氣
象
系
列
と
し
て
單
に
降
雨
量
の
み
を
考
慮
し
た
の
は
穩
當
で
な
い
。
作
物
の
成
育
に
、
降
11
量 

の
み
な
ら
ず
、
温
度
も
亦
深
い
關
係
を
持
つ
事
は
周
知
の
事
實
で
あ
る
o
'ム
少
の
說
を
裏
づ
け
る
爲
に
は
、
降
雨
と
显
度
と
の
行
に 

高
い
相
關
々
係
の
存
す
る
事
を
證
明
せ
ね
ば
な
る
ま
い
.0
併
し
私
の
知
る
限
り
で
は
、
か
、
る
關
係
は
立
證
さ
れ
て
ゐ
な
い
の
で
あ
る

o

天

體

的

識

S

な
る
も
の
が
、
今
日Q

景
蒙
說
に
於
て
極
め
て
微
弱
な
一
角
を
由
め
て
ゐ
る
に
過
ぎ
な
い
事
は
特
鲁
ふ
迄
も 

な
い
學
抓
の

.趨
勢
は
所
謂
^
绝
的
景
氣
理
論
、
即
ち
經
濟
組
織
そ
の
も
の
X
う
ち
に
景
氣
循
環
の
原
因
を
求
め
ん
と
す
る
®

冊
に
傾 

い
て
ゐ
資
本
制
唐
飢
織
の
う
ち
に
包
藏
さ
れ
る
各
種
の
矛
盾
こ
そ
、
經
濟
生
活
の
均
衡
を
絕
ぇ
ず
破
壤
せ
ん
と
す
る
直
陵
の
力 

に
外
な
ら
ぬ
事
は
何
人
と
離
も
否
定
し
得
ま
い
。
唯
だ
、
吾
人
の
住
む
.地
球
は
廣
大
な
{千
宙
に
漂
ふI

細
片
に
過
ぎ
ず
、
不
斷
に
强
大 

な
；

IttH

ブ
に
包
ま
れ
て
.ゐ
る
否
宠
し
難
い
事
實
か
ら
、
吾
人Q

生
新
も
亦
•
何
等
かQ

形
態
に
於
て
斯
か
る
力Q

影
響
下
に
.在
る
で
あ 

-ら
う
と
い
ふ
事
は
ま
た(

争
へ
な
い
と
思
は
れ
る
。
そ
れ
が
上
に
述
べ
た
諸
々
の
天
體
的
景
氣
論
の
如
き
適
確
な
形
を
採
る
か

ど

う

か 

は
パ
ノ
く
も
今
归
の
吾
人
の
知
識
を
以
て
し
て
は
、
明
確
に
答
へ
る
事
は
不
可
能
で
あ
る
。
こ
れ
ら
理
論
は
、
何
れ
も
未
だ
科
學
勺
假 

設
の
域
を
脫
し
て
は
ゐ
な
い
の
で
あ
る
。

.

私
の
乏
し
い
知
識
を
以
て
し
f

、
こ
S

Q
假
設
は
容
易
に
倍
加
す
る
事
が
出
來
る
。
例
へ
ば
す
ア
の
說
く
大
氣Q

ィ

オ

ン

'.化

天
體
的
景
氣
现
論
の11

り
の
邀
型 

四

三

、
\
三
三〕



天
體
的
景
氣
理
論
の
二
つ
の
I

 

.

,
 

四
四 

' 

(

八

三
四)

は
太
量
射
慧
電
磁
作
用
か
ら
ば
か
り
で
な
く

*
今
日
で
は
字
惠
な
る
放
射
線
の
：作
用
か
ら
も

說

明

さ

れ

る

の

で

あ

る

6
W
O
. 

.と
の
放
射
線
の
本
體
は
全
く
不
明
と
言
つ
て
も
ょ
い
が
、
.併
し
8

者
の
不
斷
の
硏
究
は
ー
最
近
行
は
れ
た
•ヒ
力
1
ル
氏
の
成
勝
圈 

飛
行
の
主
要nn

的S
a
j
Q

奢

解

か

ん

李

る

に

あ

つ

た一

■近
い
將
來H

新
ら
し
い
光
を
投
ず
る
で
あ
ら
ぅ
。

，

.

.鼓
で
は
私
は
唯
だ
次
の
事
だ
け
は
安
じ
て
斷
定
出
來
る
と
考
へ
る
。
即
ち
天
體
的
現
象

I

響
が
、
も
し
事
實

I

も

の

と

す

れ

ば

、
 

そ
れ
は
必
ず
幾
多
Q

i
曲
折
を
經
て
吾
人.Q

經
濟
生
活
に
表
は
れ
る
S

管
と
い
ふ
事
で
あ
る
。
t

る

影

響

が

直

接

に

現

は

，
， 

る
と
考
へ
る
に
は
、
吾
人
の
持
つ
社
會
關
係
は
旣
に
複
雜
に
過
ぎ
る
の
で
あ
る
。
.し
か
し
.更
に
-吾
人
の
科
學
的
使
命
が
現
象
間

の

因

果
 

的
關
聯
H

I

以
上
、
經
濟
學
硏
究Q

對
象
が
常
に
經
濟
機
_

Q
框
內
に
限
定
農
ね
ば
な
ら
f

い
ふ
理
由
は
な

い

で

あ

ら
 

ぅ
。
吾
人
が
不
斷
に
大
な
I

f

麗

さ

れ

、
蠢

Q

力

れ

て

ゐ

る

と

S

I
然

た
る
妻
は
、
_

す
可
ら
ざ
る
も
の 

で
あ
る
。
f

に
フ
ィ
ジ
オ
ク
ラ
ッ
ト
又
は
チ
ュ
丨
ネ
ン
の
一
派
に
認
め
ら
れ
た
、
慕
に
對
す
る
敬
虔
な
熊
度
は
，
今
日
の
經
濟
擧 

に
於
て
は
無
殘
に
放
拋
さ
れ
て
了
つ
た
。
社
會
科
學
の
進
歩
の
極
め
て
遲
々
た
る
主
た
る
所
以
は
、
爾
後
の
自
然
科
學
に
於
け
る
翼

的
發
達Q

殆
ど
採
り
人
れ
ら
れ
て
居
ら
ぬ
.

■
は
あ
る
ま
い
か

。

本

稿

が

多

少

と

も

.右

問

題

に

關

す

.

.る
參
考
逢

1

ら

ば

•

私

の
目
 

的
は
達
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。(

一
九
三
七
•五
•
一
 

六)O

(

註〕

菊
池K

士
、
攀

物

議

槪

論

、

一
八
五
丄
ー
0
ニ
參
照
。

附
記
本
稿
に
取
扱
つ
た
種
々
の
獄
的
部
分
に
つ
い
て
の
私
の
知
識
は
極
め
て
贫
弱
で
あ
る
。
重
大
な
過
誤
の
介
在
を
恐
れ
るC

敎
示
を
請
ふ

,

所
以
で
I

。

證

本

稿

の

翕

は

繁

1

6
管
れ
た
も
の
で
*
從

つ

て

襲

の

•
讓

に

不

備

が

あ

o
*

又
無
思
_

も

あ
る

と
思
は
れ
る
。
こ
の
點
，
特
に
寬
恕
さ
れ
た
い
。

經濟地理學的觀察の對象

V 』

しての經濟現象に就いて

' 
.

小

島

榮

次

-
1
、

緖

言

.，

地
理
學
は
文
化
現
象
の
地
域
的
分
布
を
取
扱
ひ
、
.そ
の
地
域
的
分
布
+の
‘決
定
に
關
す
る
因
果
關
係
の
中
か
ら
法
则
を
樹
立
し
ょ
ぅ
と 

す
る
も
の
で
あ
る
。
經
濟
地
理
學
は
地
现
學
の
一
分
科
と
‘し
て
-
特
に
經
濟
現
象
の
'地
域
的
分
布
に
關
す
る
法
則
の
探
究
を
そ
の
究
極 

のE

標
と
す
る
。
從
來
の
地
现
學
及
び
經
濟
地
理
學
に
在
っ
て
は
、
多
く
の
場
合
、
自
然
と
人
間
若
し
く
は
自
然
と
文
化
現
象
或
は
經 

濟
現
象
と
の
！一

巢
關
係
を
探
究
す
る
こ
と
が
夫
々
そ
の
！

E

標
と
.さ
れ
た
。
然
し
乍
ら
斯
學
に
於
い
て
取
扱
は
る
べ
き
因
祺
關
係
は
、

一
 

方
に
.地
域
の
自
然
的
及
び
文
化
的
條
件
と
、
他
方
に
は
そ
の

地
域
の
文
化
現
象
と
ぬ
.間
に
存
在
す
る
關
係
で
あ
っ
て
、
自
然
對
人
間
の 

關
係
で
も
な
け
れ
ば
、
自
然
對
文
化
現
象
の
關
係
で
も
な
い
。
何
と
な
れ
ば
地
理
學Q:

硏
究
對
象
は
地
域
的
分
布Q

觀
點
か
ら
見
ら
れ 

た
文
化
現
溆
で
あ
っ
て
、
人
間
乃
至
人
間
活
動
一
般
で
は
な
い
し
、：
他
方
文
化
現
象
の
：分
布
を
決
宛
す
る
要
因
は
自
然
の
み
で
な
く
、 

從
っ
て
自
然
對
人
間
或
は
自
然
對
文
化
現
象
の
關
係
の
み
を
取
上
げ
る
.こ
と
も
、，
地
现
學
の
究
極
的
目
標
を
文
化
現
象
の
地
域
的
分
布 

に
.

關
す
る
.因
课
法
則
の
探
究
に
あ
り
と
す
る
立
場
か
ら
見
れ
.ば
正
し
い
と
考
へ
.な
い
0(

三
田
學
龠
雜
誌
、
第
三
十
卷
第
一
號
所
載
、
拙 

細
濟
地
理
學
的
觀
察
の
對
象w

し
て
の
經
濟
現
象
に
就
い
て 

四
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